
関心・意欲・態度

・5単位

1学年:3単位（105時間）

2学年:2単位（70時間）
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4
・国語の基礎・中学の復
習

・伝え合うこころ

5

定期テスト＜１＞

6

7

定期テスト＜２＞

8・敬語の使い方

9

10

・表現と理解に役立てるための語彙・漢字・表
記等を理解する。

○ ◎ ○ ○

・漢字や送り仮名の使い方、仮名遣いなどの基礎知識
を理解しているか。

・虚構の世界を通して、自身を含めた人間への関心を
深め、自己の生き方を考えることができるか。

○ ○ ◎ ○

・登場人物の人物像や心理、彼らを取り囲む状況等を
把握できたか。

・効果的な表現や意外性のある展開に触れ、短編小説
を読む楽しさがわかるか。

・文章を正しく音読し、物語に登場する人物や
その心理、各場面の状況等を読み取る。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・スピード感のある展開のおもしろさを味わ
い、読書の楽しみを知る。

・述べられている教訓を理解し受け止め、そのおもし
ろさを味わえるか。

・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。

・格言や故事成語の意味を理解し、そこで得ら
れる教訓が、現在の自分の生活にも当てはまる
ものだと感じ取ることができる。

・内容を的確に読み取っているか。

・作品のテーマを考え、友達と意見交換をす
る。

・立場や関係、目的や場面に応じた敬語を使うことが
できるか。

・尊敬語と謙譲語の使い分けができるようにす
る。

○ ◎

・歴史的仮名遣いと現代仮名遣いの違いが理解できる
か。

○ ○

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・寓話を通して作者がうったえたかったことを理解
し、自身の問題として捉えることができるか。

・語句や表現を的確に読みとり、文脈を考えながら文
章の要点を押さえているか。◎ ○

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・筆者が述べようとしている内容を自分の経験や考え
と照らし合わせ、深化させることができるか。

・基本的な古語・慣用表現の意味と使い方を理解し、
省略された助詞等の語句を補いながら口語訳ができる
か。

◎ ○

○ ○

・人と人とが言葉によって「伝え合う」ことの
大事さを理解し、それが単なるスキルの問題で
はないことがわかる。

・文章を正しく音読し、語句の意味を把握す
る。

・国語の語句、語彙の構造的な仕組み、言語の個人
的・社会的・文化的役割などについて理解している
か。
・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題・主な常用漢字について、その訓読を理解し、文脈に

応じた適切な使い方ができるか。

評価の観点

評価規準 主な評価方法

（大修館書店）

４　年間計画

１年次　　（３単位）

月 単元名・教材 主な単元の目標

　表現と理解に役立てるための
音声、文法、表記、語句、語
彙、漢字等を理解し、知識を身
に付けている。

３　単位数・使用教科書

・使用教科書

新編　国語総合

　国語や言語文化に対する関
心を深め、国語を尊重してそ
の向上を図り、進んで表現し
たりするとともに、伝えあお
うとする。

　自分の考えをまとめたり深
めたりして、目的や場面に応
じ、筋道を立てて話したり的
確に聞き取ったりする。

　自分の考えをまとめたり深めた
りして、相手や目的に応じ、筋道
を立てて適切に文章を書く。

　自分の考えを深めたり発展さ
せたりしながら、目的に応じて
様々な文章を的確に読み取った
り読書に親しんだりする。

話す・聞く能力 書く能力 読む能力 知識・理解

国　語　総　合

１　目標　

国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、伝え合う力を高めるとともに、思考力を伸ばし心情を豊にし、言語感覚を磨き、言
語文化に対する関心を深め、国語を尊重してその向上を図る態度を育てる。

２　評価の観点の趣旨

『伝えたいと思うから』

・古文に親しむ
『沙石集』より
「ねずみの婿取り」

・文章を正しく音読し、意味を把握しながら、
話の内容を理解する。

・古典作品が、遠い昔話ではなく現在の日本に
残る文化・物の考え方などの基盤を作っている
ものだということを知る。

・広がる見方・考え方
『心が生まれた惑星』

・文章を正しく音読し、語句の意味を把握す
る。

○ ○
・科学的な話題の持つ面白さを知る。

・論理的な文章を正確に読み取る。 ◎ ○

・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。

・論理的な文章の構成を理解し、筆者の意見を読み取
れるか。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・図書館の使い方
＜司書によるオリエン
テーション＞

・図書館を目的に応じて有効に利用する方法を
身につける。 ○ ◎

・NDC（日本十進分類法）のおおまかな構成やレファレ
ンスサービスを理解し、用途に応じて利用できるか。

授業への取り組み　

・図書館でのマナーを身につけることができるか。

○

・敬語の種類や性質を理解できるか。 授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・漢文のとびら
『訓読の決まり』
『格言』『故事成語』

・訓読の決まりを理解し、書き下し文が書ける
ようにする。

○ ○ ◎ ○

・訓読や書き下し文の決まりを理解しているか。 授業への取り組み

・読むことの楽しみ
『記念写真』



るか。

定期テスト＜３＞

11

12

定期テスト＜４＞

1

2

3

定期テスト＜５＞
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・漢字に親しむ
『漢字の性格』

○ ◎ ○

・古文に親しむ
『宇治拾遺物語』より
「ちごのそら寝」

○ ◎ ○

『古典冒頭選』

○ ◎ ○

・詩特有の技法を理解し、情景や心情などを表現に即
して読み味わうことができるか。

・虚構の世界を通して、自身を含めた人間への関心を
深め、自己の生き方を考えることができるか。

・読みや発音に留意し、正しく朗読できるか。

○ ◎ ○

・詩歌との出会い
『十五歳』『生ひ立ちの歌』
『はる』『あどけない話』
『旅上』『旅のこころ』
『遠くへ行きたい』

・詩の多彩な表現に触れ、それを楽しみ、味わ
う。

○

・そこに描かれた情景、登場人物の心理や人物像を、
表現に即して読み味わうことができるか。

・読みを深める
『羅生門』

・詩の中に込められた、固有の表現を理解できるか。

○ ○ ◎

○

・語句や表現を的確に読みとり、文脈を考えながら文
章の要点を押さえているか。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題・作品中で描かれる作者の世界観・人生観に触

れ、各自が自分の中にそれらを形成する契機と
する。 ・すぐれた描写、効果的な表現を読み、短編小説を読

む楽しさを味わえるか。

・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。・文章を正しく音読し、表現に則して語彙力と
読解能力を高め、想像力を養う。

○

・文章を正しく音読し、語句の意味を把握することが
できるか。

・論理をはぐくむ
『日本人としての自覚が
国際性を高める』

○ ◎ ○

・論理的な文章の構成を理解し、筆者の言う
「真の国際性」の意味を把握する。

○

・随筆の楽しみ
『徒然草』より
「高名の木登り」

・文章を正しく音読し、意味を把握しながら、
話の内容を理解する。
・高名の木登りの発言の主旨をき正確に理解
し、筆者がそれに敬意を払っている理由がわか
る。

○

・和歌と俳諧の調べ
『万葉集』
『古今和歌集』
『新古今和歌集』より

・古典和歌に親しみをもてるようにする。

○

授業への取り組み
定期テスト
練習問題・文脈や筆者の意見に忠実な読解をし、その主旨を読

み取れ

○ ◎ ○

・基本的な古語・慣用表現の意味と使い方を理解し、
省略された助詞等の語句を補いながら口語訳ができる
か。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題・寓話を通して筆者がうったえたかったことを理解

し、自身の問題として捉えることができるか。

○・「万葉集」「古今集」「新古今集」それぞれ
の和歌を数首ずつ読み、韻律や内容を理解す
る。

◎ ○

・古典和歌を繰り返し音読することで、そのリズムを
楽しみ、味わえたか。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題・「万葉集」「古今集」「新古今集」それぞれの成立

状況や歌風の違いを理解できるか。

・伝え合うこころ
『さびしんぼうだった
青春時代』

・文章を正しく音読し、語句の意味を把握す
る。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・筆者の意図を正確に読み取り、その本意を汲
み取る。

・伝え合うことの根底になる「信頼関係」の重要さを
理解したか。

○ ○ ◎

・随筆の楽しみ
『枕草子』より
「はしたなきもの」

・文章を正しく音読し、意味を把握しながら、
話の内容を理解する。

○ ○・筆者の美意識を理解する。 ◎ ○

・基本的な古語・慣用表現の意味と使い方を理解し、
省略された助詞等の語句を補いながら口語訳ができる
か。

・筆者がどんなことを「はしたなきもの（＝きまりが
悪いもの）」と思っているかを理解し、それが現在の
生活にもあてはまることに気付き、古の人々と自分た
ちとが地続きであることを理解できるか。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・国語常識
手紙・封筒・葉書の書き
方、十二支・月の異名な
ど

・日本語の常識を理解し、日常生活に生かす。

○ ○ ◎

・手紙や葉書などの書き方を理解し、マナーを身につ
けたか。

授業への取り組み
定期テスト
練習問題

・方位・時刻・干支などの日本文化の常識を把握し、
それらの文化が現代の日々の暮らしに生きていること
を自覚し、それらのおもしろさに積極的に触れる。

２年次　　（２単位）

月 単元名・教材 主な単元の目標

評価の観点

評価規準 主な評価方法

4
　
　
５

・漢字を確認しながら本文を正確に読む。
・文字に興味を持ち、日本語の文字の使われ方
の特殊性に気づく。
・漢字への興味関心を喚起する。

・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。
・文章の要点を押さえながら、全体のあらすじを理解
しているか。
・語句の意味を辞書で引くことができ、正しく理解し
ているか。
・日本語の文字の特殊性に気づき、作者の考えをまと
めることができるか。

授業への取り組み
プリント
定期テスト
漢字小テスト

・本文を正確に音読する。
・文語のきまりを理解する。
・人物の心情を表現に即して読み味わう。

・歴史的仮名遣いに注意して正しい音読ができるか。
・古語辞典を正しく引くことができるか。
・古文単語を正しく理解しているか。
・省略された助詞や体言などを補いながら、口語訳が
できるか。
・登場人物の心情を読みとりながら、話の面白さを理
解しているか。

授業への取り組み
プリント
定期テスト
単語小テスト

・代表的な古典の冒頭に触れ、日本人としての
共通な教養を見見つける。
・古文のリズムに注意し、正確にはっきりと朗
読する。
・朗読、暗唱を通して、古文に興味を持つ。

・歴史的仮名遣いに注意して正しい音読ができるか。
・代表的な古文の冒頭を暗唱できるか。

授業への取り組み
定期テスト
暗唱テスト

　　定期テスト〈　１　〉



6・読むことの楽しみ
『俺はその夜多くのこと
を学んだ』

○ ○ ◎ ○

・読書の輪を広げよう
＿本の紹介文を書く ○ ◎ ○

・唐詩のしらべ
「自然のうた」『春暁』
「友情のうた」
『黄鶴楼送孟浩然之広陵』
「憂愁のうた」『春望』

○ ○ ◎ ○

・国語常識
「四字熟語」
「故事成語」
『高校漢字必携』

○ ◎

・広がる見方・考え方
『日本の渚』

○ ○ ◎ ○

・物語の世界
『伊勢物語』より
「芥川」 ○ ◎ ○

10・孔子のことば
『学問のすすめ』
『いかに生きるか』 ○ ◎ ○

11

・論理をはぐくむ
『マンガー線から
絵が生まれるとき』

○ ○ ◎ ○

・和歌と俳諧の調べ
『奥の細道』より
「旅立ち」

○ ○ ◎ ○

12・国語常識
「反意語・同意語」
「ことわざ」
『高校漢字必携』

○ ◎

　
1
　
　
　
２

・論理をはぐくむ
『水の東西』

○ ○ ◎ ○

3

・物語の世界
『平家物語』より
「木曾の最期」

○ ◎ ○

・国語常識
「慣用句」
『高校漢字必携』
「就職用漢字の読み書
き」

○ ◎

・登場人物の心情に注意して読み味わう。
・現代小説の面白さを読み味わい、これをきっ
かけに他の作品に興味や関心を持つ。
・コメディ作家としての作者の表現の面白さを
味わう。

・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。
・登場人物の心の変化を読み取りながらあら筋を理解
しているか。
・語句の意味を辞書で引くことができ、正しく理解し
ているか。
・作品の面白さを理解しているか。
・登場人物の心情に共感し、感想を書くことができる
か。

授業への取り組み
プリント
感想文
定期テスト

・本の紹介文を書き、その本の内容や魅力を友
達に伝える。
・友達の紹介文を読み、本に興味・関心を持
つ。

・自分の紹介したい本の内容が的確に書かれている
か。　　　　            　　　・紹介したい理由が
明確に書かれているか。
・紹介文に工夫が凝らされているか。

授業への取り組み
紹介文

7 ・唐詩の名作に触れ、それぞれの作品に表れて
いる心情、主題について理解する。
・繰り返し音読することにより、漢文のリズム
をつかむ。
・漢詩（絶句・律詩）の形式について基礎的な
知識を理解する。
・著名な唐の詩人について調べる。

・漢文を正しく訓読できるか。
・漢詩〈絶句・律詩〉の形式について理解している
か。　　　　　　　　　            ・漢詩を正確に
暗唱できるか。

授業への取り組み
プリント
定期テスト
暗唱テスト

・国語の常識事項を身につける。 ・四字熟語・故事成語を正しく読み、漢字で正確に書
くことができるか。
・四字熟語・故事成語の意味を理解しているか。
・漢字の使い方、仮名遣い、送りがなの付け方等の漢
字の基礎知識を理解しているか。

授業への取り組み
プリント
定期テスト
漢字小テスト

　　定期テスト〈　２　〉

8
　
　
９

・文章の筋道を意識し、その流れに従って読み
ながら、論理的文章の特色を理解する。
・論理的な文章の構成に注意しながら、筆者の
意見を読み取る。
・筆者の意見をふまえながら、自分の意見をま
とめる。

・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。
・文章構成に従って要旨をまとめることができるか。
・語句の意味を辞書で引くことができ、その意味を理
解しているか。
・筆者の意見に対して、自分の考えを書くことができ
るか。
・漢字を正確に書くことができるか。

・現代の高校生にとって関心の深い男女の愛情
についての内容に触れながら、古文に親しむ。
・文脈をたどりながらあら筋を的確に読み取
る。
・登場人物の心情を和歌を手がかりにして読み
取る。

・歴史的仮名遣いに注意しながら、正しく音読できる
か。
・古文単語を辞書で引くことができ、この文中での意
味を正しく理解しているか。
・「伊勢物語」についての基礎知識を理解している
か。
・和歌の意味と文中での働きを理解しているか。

授業への取り組み
プリント
意見文
定期テスト
漢字小テスト

授業への取り組み
プリント
定期テスト
単語小テスト

・孔子の学問に対する考え方を知り、学問の在
り方について考える。
・孔子の考え方が現代の思想にどのように関
わっているか考える。
・孔子の考え方を理解し、自分の生き方や考え
方を見直す。

・漢文の訓読法に従ってそれぞれの文章を読み、内容
を理解しているか。
・正確に音読ができるか。
・漢文の訓読法に従って、書き下し文にできるか。

授業への取り組み
プリント
定期テスト
書き下し文テスト

　　定期テスト〈　３　〉

・論理的な文章を展開に従って分析していき、
結論としての主張を導き出す。
・評論に多く使われる概念語の意味や用法に注
意し、自分でも使えるように修得する。
・高校生にとって身近なマンガを、違った視点
から考えることの面白さを学ぶ。
・他人の意見や発想を受け止め、それに対する
自分の意見をまとめ、主張する。

・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。
・論理をたどりながら、文章の構成を組み立てること
ができるか。
・筆者の結論に対して、自分の意見を述べることがで
きるか。
・概念語を辞書で引くことができ、その意味や用法を
理解しているか。
・漢字を正しく書くことができるか。

授業への取り組み
プリント
意見文
定期テスト
漢字小テスト

・音読を通して俳文のリズミカルな文体を読み
味わう。
・句と文とが切り離すことができない俳文の特
徴を理解し、発句を丁寧に読解する。
・芭蕉の旅に対する思いをや行動を分析しなが
ら、芭蕉の芸術と人生観を理解する。

・歴史的仮名遣いに注意しながら、正しく音読できる
か。
・古文単語を辞書で引くことができ、この文中での意
味を正しく理解しているか。
・発句の内容とその働きを理解しているか。
・芭蕉についての基礎的な知識を理解しているか。
・芭蕉の人生観について理解しているか。

授業への取り組み
プリント
音読テスト
定期テスト
単語小テスト

・国語の常識事項を身につける。 ・反意語・同意語を正しく理解し、正確に漢字で書く
ことができるか。
・ことわざの意味を理解しているか。
・漢字の使い方、仮名遣い、送りがなの付け方等の漢
字の基礎知識を理解しているか。

授業への取り組み
プリント
定期テスト
漢字小テスト

　　定期テスト〈　４　〉

・論理的な文章を展開に従って分析していき、
結論としての主張を導き出す。
・具体的な例から抽象的な見解へと進む論の運
びを学びながら、要旨をまとめる。
・身の回りの物事に興味を持ち、深く考える習
慣を身に付ける。
・論の運び方に注意しながら、小論文を書く。

・読みや発音に留意し、正しい音読ができるか。
・論理をたどりながら、要旨をまとめることができる
か。
・難解な語句を辞書で引くことができ、この文中での
意味を正しく理解しているか。
・具体的な例を挙げて、抽象的な結論へと導く小論文
が書くことができるか。
・漢字を正しく書くことができるか。

授業への取り組み
プリント
小論文
定期テスト
漢字小テスト

　　定期テスト〈　５　〉

・活き活きとした合戦の場面を読むことで、古
文の物語の面白さを実感する。
・リズム感のある語り調子の文体を読み味わ
う。
・登場人物の心の動きを追いながら、それぞれ
の人間性を読み取る。

・歴史的仮名遣いに注意しながら、正しく音読できる
か。
・古文単語を辞書で引くことができ、この文中での意
味を正しく理解しているか。
・場面ごとに人物の行動と心情を整理することができ
るか。
・『平家物語』についての基礎的な知識を理解してい
るか。

授業への取り組み
プリント
定期テスト
単語小テスト

・国語の常識事項を身につける。 ・慣用句の意味を理解しているか。
・漢字の使い方、仮名遣い、送りがなの付け方等の漢
字の基礎知識を理解しているか。
・就職用漢字の読み書きが正確にできるか。

授業への取り組み
プリント
定期テスト
漢字小テスト



山梨県立谷村工業高等学校地理歴史科

１　教科目標

２　評価の観点及び趣旨

３　年間指導計画
月

11

9

10

4

5

6

7

世界史Ａ

近現代史を中心とする世界の歴史を、日本の歴史と関連させながら、歴史的思考力を培い、国際社会に主
体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

単元 学　習　内　容

意欲・関心・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

世界の歴史に対する関心
と課題意識を高め、意欲
的に追究するとともに、
国際社会に主体的に生き
る国家・社会の一員とし
ての自覚を深める

世界の歴史から課題を見
いだし、世界的視野に
立って多面的・多角的に
考察するとともに、国際
社会の変化を公正に判断
できる力を養う

世界の歴史に関する様々
な資料・史料から有用な
情報を選択して活用でき
る技能を身に付けるとと
もに、歴史的事象を追究
し考察した過程や結果を
適切に表現する力を養う

世界の歴史についての基
礎・基本的な事柄を、日
本の歴史と関連づけなが
ら理解し、その知識を身
に付けている

東アジア世界
東アジアの風土と諸民族、漢字文化、儒教、中国を中心
とする国家体制に触れ、日本を含む東アジア世界の特質
を把握する

南アジア世界
南アジアの風土と諸民族、仏教の成立、ヒンドゥー教と
カースト制度、イスラームの影響に触れ、南アジア世界
の特質を把握する

イスラーム世界
西アジアの風土と諸民族、イラン文明の伝統、イスラー
ムの成立と拡大に触れ、イスラーム世界の特質を把握す
る

ヨーロッパ世界
ヨーロッパの風土と諸民族、ギリシア・ローマ文明の伝
統、キリスト教に触れ、ヨーロッパ世界の特質を把握す
る

大航海時代の世界
大航海時代のヨーロッパとアフリカ、アメリカ、アジア
との接触・交流を扱い、16世紀の世界の一体化への動き
を理解する

海域世界の成長とユーラシア
ムスリム商人のインド洋進出、中国商人の南シナ海進出
を中心に、ユーラシアの諸海域を結ぶネットワークの成
長を把握する

遊牧社会の膨張とユーラシア
内陸アジアの騎馬遊牧民、オアシス都市民の活動を中心
に、陸のネットワークの成長とモンゴルによるユーラシ
アの一体化を把握する

地中海域とユーラシア
イタリア商人による東方貿易とイスラーム文明のヨー
ロッパへの流入を中心に、ユーラシア、アフリカとつな
がる地中海交流圏の成長を把握する

東アジア海域とユーラシア

元の大都を拠点とする東西交流と黄海や東シナ海におけ
る交易の活発化、倭寇、勘合貿易、琉球王国の交易活動
を中心に、日本列島を含む東アジア海域の交流圏として
の成長を把握する

アジアの諸帝国とヨーロッパの主権国家体制

アジア諸帝国の政治と社会、ヨーロッパの主権国家体制
の成立、大西洋貿易の展開を扱い、17世紀及び18世紀の
世界の特質を理解する

ヨーロッパ・アメリカの諸革命

産業革命、フランス革命、アメリカ諸国の独立、自由主
義と国民主義の進展、拡大する貿易活動を扱い、ヨー
ロッパ・アメリカにおける資本主義の確立と国民形成を
理解する



４　項目ごとの評価規準

大項目 項目

2

3

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
世
界

東
ア
ジ
ア
世
界

南
ア
ジ
ア
世
界

1

12

諸
地
域
世
界
の
特
質
と
交
流
圏

陸のネットワークの成長
とモンゴルによるユーラ
シアの一体化について把
握し、基本的知識を身に
付けている

地
中
海
域
と

ユ
ー
ラ
シ
ア

ユーラシア・アフリカと
つながる地中海交流圏の
成長に対する関心を高
め、意欲的に追究しよう
とする

ユーラシア・アフリカと
つながる地中海交流圏の
成長について考察し、そ
の歴史的意義を判断する

ユーラシア・アフリカと
つながる地中海交流圏の
成長に関する資料を活用
するとともに、追究し考
察した過程や結果を適切
に表現している

東
ア
ジ
ア
海
域
と

ユ
ー

ラ
シ
ア

日本列島を含む東アジア
海域の交流圏に対する関
心を高め、意欲的に追究
しようとする

日本列島を含む東アジア
海域の交流圏について考
察しその歴史的意義を判
断する

日本列島を含む東アジア
海域の交流圏に関する資
料を活用するとともに、
追究し考察した過程や結
果を適切に表現している

日本列島を含む東アジア
海域の交流圏について把
握し基本的知識を身に付
けている

南アジア世界の特質を構
造的視野から把握し、基
本的な知識を身に付けて
いる

日本を含む東アジア世界
の特質を構造的視野から
把握し、基本的な知識を
身に付けている

東アジア世界の特質に関
する資料を活用するとと
もに、追究し考察した過
程や結果を適切に表現し
ている

東アジア世界の特質につ
いて考察し、その歴史的
意義を判断している

意欲・関心・態度

海
域
世
界
の
成
長
と
ユ
ー

ラ
シ
ア

ユーラシアの諸海域を結
ぶネットワークの成長に
対する関心を高め、意欲
的に追究しようとする

遊
牧
社
会
の
膨
張
と

ユ
ー

ラ
シ
ア

陸のネットワークの成長
とモンゴルによるユーラ
シアの一体化に対する関
心を高め、意欲的に追究
しようとする

ヨーロッパ世界の特質を
構造的視野から把握し、
基本的な知識を身に付け
ている

ヨーロッパ世界の特質に
関する資料を活用すると
ともに、追究し考察した
過程や結果を適切に表現
している

ヨーロッパ世界の特質に
ついて考察し、その歴史
的意義を判断している

ユーラシア・アフリカと
つながる地中海交流圏の
成長について把握し、基
本的知識を身に付けてい
る

知識・理解技能・表現思考・判断

ユーラシアの諸海域を結
ぶネットワークの成長に
ついて把握し、基本的知
識を身に付けている

南アジア世界の特質につ
いて考察し、その歴史的
意義を判断している

イスラーム世界の特質を
構造的視野から把握し、
基本的な知識を身に付け
ている

イスラーム世界の特質に
関する資料を活用すると
ともに、追究し考察した
過程や結果を適切に表現
している

イスラーム世界の特質に
ついて考察し、その歴史
的意義を判断している

南アジア世界の特質に関
する資料を活用するとと
もに、追究し考察した過
程や結果を適切に表現し
ている

ユーラシアの諸海域を結
ぶネットワークの成長に
ついて考察し、その歴史
的意義を判断する

陸のネットワークの成長
とモンゴルによるユーラ
シアの一体化について考
察し、その歴史的意義を
判断する

陸のネットワークの成長
とモンゴルによるユーラ
シアの一体化に関する資
料を活用するとともに、
追究し考察した過程や結
果を適切に表現している

東アジア世界の特質に対
する関心を高め、意欲的
に追究しようとしている

イ
ス
ラ
ー

ム
世
界

イスラーム世界の特質に
対する関心を高め、意欲
的に追究しようとしてい
る

南アジア世界の特質に対
する関心を高め、意欲的
に追究しようとしている

ヨーロッパ世界の特質に
対する関心を高め、意欲
的に追究しようとしてい
る

ユーラシアの諸海域を結
ぶネットワークの成長に
関する資料を活用すると
ともに、追究し考察した
過程や結果を適切に表現
している

アジア諸国の変貌と日本

ヨーロッパの進出期におけるアジア諸国の状況、植民地
化や従属化の過程での抵抗と挫折、伝統文化の変容、そ
の中での日本の対応を扱い、19世紀の世界の一体化とそ
の特質を理解する

急変する人類社会

輸送革命、マスメディアの発達、企業や国家の巨大化、
社会の大衆化と政治や文化の変容、公教育の普及と国民
統合などを扱い、20世紀という時代の特質を人類史的視
野から把握する

二つの世界戦争と平和
第一次世界大戦と第二次世界大戦の原因や総力戦として
の性格、それらが及ぼした影響を理解し、平和の意義な
どについて考察する

米ソ冷戦とアジア・アフリカ諸国

第二次世界大戦後の米ソ両陣営の対立、アジア・アフリ
カの民族運動と植民地支配からの独立を理解し、核兵器
問題やアジア・アフリカ諸国が抱える問題について考察
する

地球社会への歩みと日本
1970年代以降の市場経済の世界化や地球規模での問題の
出現を理解し、日本が世界の諸国、諸地域と多様性を認
め合いながら共存する方向などについて考察する

地域紛争と国際社会
冷戦終結後の世界で起こった地域紛争の原因や歴史的背
景を追究し、国際社会の変化や国民国家の課題などにつ
いて考察する



第二次世界大戦後の米ソ
両陣営の対立・アジア・
アフリカの民族運動と植
民地支配からの独立、核
兵器やアジア・アフリカ
諸国が抱える問題につい
て理解し、その知識を身
に付けている

1970年代以降の市場経済
の世界化や地球規模での
問題の出現、日本が世界
の諸国や諸地域と多様性
を認め合いながら共存す
る方向について理解し、
その知識を身に付けてい
る

地
域
紛
争
と
国
際
社
会

冷戦終結後の地域紛争の
原因や歴史的背景を追究
し、国際社会の変化や国
民国家の課題などに対す
る関心を高めるととも
に、国際社会に主体的に
生きる国家・社会の一員
としての自覚を深める

冷戦終結後の地域紛争の
中から事例を選び、国際
社会の変化や国民国家の
課題などについて多面
的・多角的に考察し、公
正に判断している

冷戦終結後の地域紛争の
原因や歴史的背景、国際
社会の変化や国民国家の
課題などに関する資料を
収集し、選択し、活用す
るとともに、追究し考察
した過程や結果を報告書
にまとめたり、発表や討
議できる力を身に付けて
いる

冷戦終結後の地域紛争の
原因や歴史的背景、国際
社会の変化や現代国家の
課題について理解し、そ
の知識を身に付けている

地
球
社
会
へ
の
歩
み
と
日
本

1970年代以降の市場経済
の世界化や地球規模での
問題の出現、日本が世界
の諸国や諸地域と多様性
を認め合いながら共存す
る方向に対する関心を高
め、意欲的に追究すると
ともに、国際社会に主体
的に生きる国家・社会の
一員としての自覚を深め
る

1970年代以降の市場経済
の世界化や地球規模での
問題の出現、日本が世界
の諸国や諸地域と多様性
を認め合いながら共存す
る方向について考察し、
公正に判断している

1970年代以降の市場経済
の世界化や地球規模での
問題の出現、日本が世界
の諸国や諸地域と多様性
を認め合いながら共存す
る方向に関する資料を活
用するとともに、追究し
考察した過程や結果を適
切に表現している

第一次世界大戦と第二次
世界大戦の原因や性格、
影響や平和の意義などに
対する関心を高め、意欲
的に追究するとともに、
国際社会に主体的に生き
る国家・社会の一員とし
ての自覚を深める

第一次世界大戦と第二次
世界大戦の原因や性格、
影響や平和の意義などに
ついて考察し、公正に判
断している

第一次世界大戦と第二次
世界大戦の原因や性格、
影響や平和の意義などに
関する資料を活用すると
ともに、追究し考察した
過程や結果を適切に表現
している

第二次世界大戦後の米ソ
両陣営の対立・アジア・
アフリカの民族運動と植
民地支配からの独立、核
兵器やアジア・アフリカ
諸国が抱える問題などに
対する関心を高め、意欲
的に追究するとともに、
国際社会に主体的に生き
る国家・社会の一員とし
ての自覚を深める

第二次世界大戦後の米ソ
両陣営の対立・アジア・
アフリカの民族運動と植
民地支配からの独立、核
兵器やアジア・アフリカ
諸国が抱える問題などに
ついて考察し公正に判断
している

第二次世界大戦後の米ソ
両陣営の対立・アジア・
アフリカの民族運動と植
民地支配からの独立、核
兵器やアジア・アフリカ
諸国が抱える問題などに
関する資料を活用すると
ともに、追究し考察した
過程や結果を適切に表現
している

第一次世界大戦と第二次
世界大戦の原因や性格、
影響や平和の意義につい
て理解し、その知識を身
に付けている

19世紀の世界の一体化と
その特質に関する資料を
活用するとともに、追究
し考察した過程や結果を
適切に表現している

19世紀の世界の一体化と
その特質について理解
し、その知識を身に付け
ている

急
変
す
る
人
類

社
会

20世紀という時代の特質
に対する関心を高め、人
類史的視野から意欲的に
追究しようとしている

20世紀という時代の特質
を人類史的視野から考察
し、その歴史的意義を判
断している

20世紀という時代の特質
に関する資料を活用する
とともに、追究し考察し
た過程や結果を適切に表
現している

20世紀という時代の特質
を人類史的視野から把握
し、基本的知識を身に付
けている

ア
ジ
ア
諸
国
の

変
貌
と
日
本

19世紀の世界の一体化と
その特質に対する関心を
高め、意欲的に追究しよ
うとしている

17世紀及び18世紀の世界
の特質に関する資料を活
用するとともに、追究し
考察した過程や結果を適
切に表現している

17世紀及び18世紀の世界
の特質について理解し、
その知識を身に付けてい
る

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
・
ア

メ
リ
カ
の
諸
革
命

ヨーロッパ・アメリカに
おける資本主義の確立と
国民形成に対する関心を
高め、意欲的に追究しよ
うとしている。

ヨーロッパ・アメリカに
おける資本主義の確立と
国民形成について考察
し、その歴史的意義を判
断している

ヨーロッパ・アメリカに
おける資本主義の確立と
国民形成に関する資料を
活用するとともに、追究
し考察した過程や結果を
適切に表現している

ヨーロッパ・アメリカに
おける資本主義の確立と
国民形成について理解
し、その知識を身に付け
ている

ア
ジ
ア
の
諸
帝
国
と

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
主
権
国

家
体
制

17世紀及び18世紀の世界
の特質に対する関心を高
め、意欲的に追究しよう
としている

17世紀及び18世紀の世界
の特質について考察し、
その歴史的意義を判断し
ている

19世紀の世界の一体化と
その特質について考察
し、その歴史的意義を判
断している

一
体
化
す
る
世
界

現
代
世
界
と
日
本

二
つ
の
世
界
戦
争
と

平
和

16世紀の世界の一体化へ
の動きについて考察し、
その歴史的意義を判断し
ている

米
ソ
冷
戦
と
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
諸
国

16世紀の世界の一体化へ
の動きに関する資料を活
用するとともに、追究し
考察した過程や結果を適
切に表現している

16世紀の世界の一体化へ
の動きについて理解し、
その知識を身に付けてい
る

大
航
海
時
代
の

世
界

16世紀の世界の一体化へ
の動きに対する関心を高
め、意欲的に追究しよう
としている



５　項目ごとの評価方法

大項目 項目
出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

ア
ジ
ア
諸
国
の

変
貌
と
日
本

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
・
ア
メ

リ
カ
の
諸
革
命

一
体
化
す
る
世
界

大
航
海
時
代

の
世
界

ア
ジ
ア
の
諸
帝
国
と

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
主
権

国
家
体
制

東
ア
ジ
ア
海
域

と
ユ
ー

ラ
シ
ア

地
中
海
域
と

ユ
ー

ラ
シ
ア

遊
牧
社
会
の
膨
張
と

ユ
ー

ラ
シ
ア

海
域
世
界
の
成
長
と

ユ
ー

ラ
シ
ア

技能・表現 知識・理解意欲・関心・態度 思考・判断

諸
地
域
世
界
の
特
質
と
交
流
圏

東
ア
ジ
ア
世
界

南
ア
ジ
ア
世
界

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
世
界

イ
ス
ラ
ー

ム
世
界



出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

出席状況 学習態度（発言・判断） 学習態度（発言・作業） 学習態度（発言）
学習態度（発言・調べ） 学習プリント 学習プリント 学習態度（発言）
学習プリント 定期試験 定期試験 定期試験

地
域
紛
争
と
国

際
社
会

地
球
社
会
へ
の

歩
み
と
日
本

米
ソ
冷
戦
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カ
諸
国

現
代
世
界
と
日
本

急
変
す
る
人

類
社
会

二
つ
の
世
界
戦

争
と
平
和



数学Ⅱ 評価規準

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨
１ 教科目標

， ，数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め 事象を数学的に考察し処理する能力を高め
数学的活動を通して創造性の基礎を養うとともに，数学的な見方や考え方の良さを認識し，それらを
積極的に活用する態度を育てる。

２ 評価の観点及び趣旨
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
数学的活動を通して， 数学的活動を通して， 事象を数学的に考察し， 数学における基本的な概

数学の論理や体系に関心 数学的な見方や考え方を 表現し処理する仕方や推 念，原理・法則，用語・
をもつとともに，数学的 身に付け，事象を数学的 論の方法を身に付け，的 記号などを理解し，基礎
な見方や考え方の良さを にとらえ，論理的に考え 確に問題を解決する。 的な知識を身に付けてい
認識し，それらを事象の るとともに思考の過程を る。
考察に積極的に活用しよ 振り返り多面的・発展的
うとする。 に考える。

第２ 各科目の評価基準
１ 目標

式と証明・高次方程式，図形と方程式，いろいろな関数及び微分・積分の考えについて理解させ，
基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに，そ
れらを活用する態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
数学的活動を通して 数学的活動を通して，式 式と証明・高次方程式， 式と証明・高次方程式，，
式と証明・高次方程式 と証明・高次方程式，図形 図形と方程式，いろいろ 図形と方程式，いろいろ，
図形と方程式，いろい と方程式，いろいろな関数 な関数及び微分・積分の な関数及び微分・積分の
ろな関数及び微分・積 及び微分・積分の考えにお 考えにおいて，事象を数 考えにおける基本的な概
分における考え方に関 ける数学的な見方や考え方 学的に考察し，表現し処 念，原理・法則，用語・
心をもつとともに，数 を身に付け，事象を数学的 理する仕方や推論の方法 記号などを理解し，基礎
学的な見方や考え方の にとらえ，論理的に考える を身に付け，的確に問題 的な知識を身に付けてい
よさを認識し，それら とともに思考の過程を振り を解決する。 る。
を事象の考察に活用し 返り多面的・発展的に考え
ようとする。 る。

３ 内容のまとまりごとの評価規準（おおむね満足できると判断されるもの）
（１） 式と証明
式と証明

等式や不等式を証明することの意味や方法について学ぶことにより、数学的な考え方や論理的思考目標
力を養い、式と証明についての理解を深める。
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

多項式の除法、分数式、 多項式や分数式の計算や 多項式の除法や分数式の 多項式や分数式、実数の
恒等式、等式と不等式の 恒等式の考え方を通して 計算を用いて数式を同値 基本的な扱いができ、数
証明に関心をもつととも しき変形の基礎を明確に 変形し、等式や不等式の 学的な証明の方法や意味
に、それらを問題解決に 理解し、等式や不等式の 証明を的確に処理できる を理解している。。
活用しようとする。 証明を通じて数学的に考

察し論証ができる。

（ア）多項式の割り算
多項式の割り算についての理解を深め，具体的な事象の考察に活用することができるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
多 多項式の割り算に関 多項式の割り算 多項式を整理 多項式の性質を理解Ø Ø Ø Ø
項 心をもち、商と余りを求 について数学的に考察 して多項式どうしの割り し、演算ができる。
式 めようとする。 することができる。 算を解くことができる。 式と計算において同Ø
の 割られる式 割る式 割られる式、割 具体的な事象 類項をまとめ降べきのØ Ø Ø、 、
割 商、余りの間に成り立つ る式、商、余りの関係 について割られる式、割 順に整理できる。

、 、り 関係を理解し、具体的な を多面的に考察するこ る式、商、余りの関係を 割られる数 割る数Ø
算 事象について活用しよう とができる。 等式に表すことができ、 商、余りの基礎的な知
とする。 またそれを利用できる。 識を身に付けている。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト



（イ）分数式とその計算
分数式についての理解を深め，具体的な事象の考察に活用することができるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
分 分数式に関心をも 分数式の性質を 分数式の性質 式と計算、分数、通Ø Ø Ø Ø
数 ち，既約分数式に整理し 数学的に考察すること を基にして，既約分数式 分、約分について理解
式 ようとする。 ができる。 で表せる。 している。
と 分数式の四則演算を 分数式の算法を 分数式の四則計算を理解 文字を含む式の四則Ø Ø Ø
そ 解こうとし，具体的な事 利用して、具体的な式 し必要に応じて約分、通 計算を理解している。

、 、の 象について分数式を活用 の計算を多面的に考察 分を行い、解を求めるこ 指数法則 分配法則Ø
計 しようとする。 することができる。 とができる。 乗法公式、因数分解を
算 理解している。
発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（ウ）恒等式
恒等式と方程式の違いを理解し、恒等式になるように係数の決定ができる。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
恒 恒等式の定義と方程 恒等式と方程式 等式の中から 恒等式の性質を理解Ø Ø Ø Ø
等 式の定義の違いについて の区別がわかる。 恒等式を選ぶことができ している。
式 関心をもつ。 る。 恒等式の性質を利用Ø

恒等式になる するための式変形がでØ
ように係数を定めること きる。
ができる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

イ 等式・不等式の証明
等式、不等式の基本性質などを用いて式の証明を扱い、代数的な教材を基にして論証についての理目標

解を深める。
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

数学的な証明とはどのよ 条件式や実数の性質を利 実数の大小関係の性質な 実数の性質を理解し、数
うに行うかに興味を持 用して、同値性を保った どを用いて、等式や不等 学的な証明の意味を認識
ち、自分で論証をしよう まま数学的に考察して証 式の証明を的確な方法で している。
とする。 明できる。 処理できる。

（ア）等式の証明
数学の基礎としての証明を理解し、等式の基本となる３つの方針を用いながら論証の仕方を学び理解を深
める。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
等式の同値変形と等等 数学的な証明がどの 数を複素数まで 式の形をみなØ Ø Ø Ø

式の証明の違いを理解式 ようなものか理解し、自 拡張した過程を考察す がら証明の方針を切り替
している。の 分で論証をしようとす ることができる。 えられる。

証 る。 条件式から１文 条件式を証明 条件式によって、１Ø Ø Ø
明 証明の３つの方針の 字消去するのか、多項 に組み込んで処理でき 文字消去できることをØ
違いとそれぞれの良さを 式を置き換えるのか適 る。 理解している。
理解し、具体的な証明を 切に処理できる。 文字式の同値Ø
行おうとする。 変形ができる。
発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（イ）不等式の証明
実数の大小関係に関する基本性質などを明らかにし、不等式の証明方法を理解する。さらに、不等式の証
明を通して、数学の論証についての理解を深める。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
不 実数の大小関係や不 不等式Ａ＞Ｂが 左辺と右辺の 実数の順序関係や大Ø Ø Ø Ø
等 等式の基本性質について 成り立つことを示すに 差をとることにより、不 小関係の基本性質が理
式 関心を持つ。 は、Ａ－Ｂ＞０を示せ 等式の証明ができる。 解できている。
の 不等式の証明に関心 ばよいことが理解でき 実数の平方の 実数の大小関係と差Ø Ø Ø
証 を持ち、実数の大小関係 る。 和は常に０以上になるこ の関係が理解できてい
明 や不等式の基本性質を用 根号や絶対値を とを利用して、不等式の る。Ø
いて不等式の証明に取り 含む不等式では、各正 証明ができる。 実数の平方と平方のØ
組む。 数の２乗の大小を比較 正の数は２乗 和の符号の関係が理解Ø



することが有効である しても大小関係が変わら できている。
ことが理解できる。 ないことを利用して、根 正の数の大小と平方Ø

相加平均・相乗 号や絶対値を含む不等式 の大小の関係が理解でØ
平均の大小関係が理解 の証明ができる。 きている。
できる。 相加平均・相 相加平均と相乗平均Ø Ø

等号が成り立つ 乗平均の大小関係を利用 の定義、および大小関Ø
不等式において、どの して不等式の証明ができ 係が理解できている。
ような場合に等号が成 る。
り立つか考察できる。

発言 発言 観察 ノートチェック
観察 観察 ノートチェック ペーパーテスト
ノートチェック ノートチェック ペーパーテスト 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（２）複素数と方程式
複素数と方程式

数を複素数まで拡張することの意義を理解し，複素数の計算や２次方程式についての理解を深め，目標
更に高次方程式を因数分解して解くことにより，高次方程式にもそれらを活用できるようにする。
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

数の拡張の意義に関心を 数の拡張の過程や方程式 複素数の計算や，方程式 複素数の四則演算や性質
持ち，方程式と解につい と解の性質についての調 の解法，解の性質や種類 を理解し，また，方程式
ての知識を深め，それを べ方や応用の仕方が考察 について的確に処理でき の解法や解についての知
活用しようとする。 できる。 る。 識を身に付けている。

ア 複素数と方程式の解
２次方程式を解くことから複素数を考えることの意義を理解し，２次方程式が複素数の範囲で必ず解をも
つことやその解と係数の関係について学び、２次方程式についての理解を深める。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 数を複素数まで拡張 数を複素数まで 複素数につい 複素数の相等についØ Ø Ø Ø
ア してきた考え方や過程に 拡張した過程を考察す ての四則計算ができる。 てその妥当性を理解し
） 関心をもち，調べようと ることができる。 負の数の平方 ている。Ø
複 する。 負の数の平方根 根についての計算ができ 複素数が四則演算にØ Ø
素 互いに共役な複素数 の定義の妥当性とそれ る。 関して閉じていることØ
数 の和と積は実数であるこ を利用して２次方程式 負の数の平方 を理解している。Ø
と とに関心を持つ。 の統一的に解けること 根を利用して，簡単な２
そ 複素数の四則演算を が分かる。 次方程式が解ける。Ø
の しようとする。
計
算 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

（ 複素数の範囲では２ 判別式の符号に 解が虚数とな 解の公式により２次Ø Ø Ø Ø

イ 次方程式は必ず解をもつ より実数係数の２次方 る２次方程式を解くこと 方程式が統一的に解け

。） ことに関心を持つ。 程式の解の種類が判別 ができる。 ることを理解している

次 できる過程が分かる。 判別式を用い 判別式の符号によりØ Ø

方 て、実数係数の２次方程 実数係数の２次方程式

程 式の解の種類が判別でき の解の種類が判別でき

。式 る。 ることを理解している

の

解 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（ウ） 解と係数の関係
２次方程式の解を直接求めなくても，解そのものの代わりに解と係数の関係を用いることにより，解に関
するいろいろな問題が処理できることを体得させる。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
解 ２次方程式の解に関 ２解が複雑な形 ２次方程式の 解と係数の関係は２Ø Ø Ø Ø
と する問題を，解を求める をしていても，その和 係数から２解の和と積が 解が虚数の場合も成り
係 ことなく解くことができ と積は係数を用いて簡 計算できる。 立つことを理解してい
数 る場合があることに関心 単な分数で表現される 逆に与えられ る。Ø



の を持つ。 ことを理解し，活用で た２数から，その２数を 係数が実数の場合にØ
関 問題の処理に積極的 きる。 解に持つ２次方程式を作 は，２解が虚数ならばØ
係 に解と係数の関係を利用 解と係数の関係 ることができる。 それらは共役複素数でØ
しようとする。 式を双方向から見て， 高次の対称式 あることを理解していØ

高次の対称式を基本 式の値の計算や，２次 を基本対称式を用いて表 る。Ø
対称式で表すことの良さ 方程式の係数の決定な 現できる。 ２次方程式の判別式Ø
を認識し，積極的に式を どの問題に応じて使う ２次方程式の の符号に関する条件がØ
変形しようとする。 ことができる。 解に対する条件をα，β 問題に明記されていな

(発展)２次方程式の ２次方程式の解 を用いて数式として表現 くても，必要に応じてØ Ø
解とグラフや軸の関 の符号と，グラフと軸 できる。 追加できる。
係，さらに２次式の因数 の関係についても発展 (発展)係数が実数のØ
分解への利用などより深 的に考察することがで ２次式は複素数の範囲
い内容についても興味を きる。 で常に因数分解可能で
持つ。 (発展)解の公式 あることを納得していØ

が２次式の因数分解に る。
利用できることを理解
できる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

イ 高次方程式
剰余の定理や因数定理を利用することの意義を理解し，的確に利用するとともに，高次方程式につ目標

いての理解を深め，解を求められるようにする。
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

剰余の定理、因数定理に 剰余の定理、因数定理を 剰余の定理を利用して整 高次方程式を解くために
関心をもつとともに，そ 整式のわり算、高次方程 式を割った余りを求める 因数分解を行うことを理
れらを高次方程式の解を 式の因数分解などに活用 ことができる。因数定理 解し，基礎的な知識を身
求めるために活用しよう し，数学的に考察するこ を利用しての因数分解が に付けている。
とする。 とができる。 でき、高次方程式を解く

ことができる。

イ 剰余の定理と因数定理
剰余の定理・因数定理について理解し，的確に利用することができる

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 剰余の定理によって 整式においての 記号P（ｘ）が 整式においての除法Ø Ø Ø Ø
ア 簡単に余りが求められる 除法の原理を理解し、 利用できる。 の原理を理解し、剰余
） 考え方や過程に関心をも 剰余の定理が考察でき 剰余の定理を の定理が成り立つことØ
剰 ち 具体的に使ってみる る。 利用して整式の割り算の を知る。、 。
余 因数定理によって整 因数定理から因 余りを求めることができ 剰余の定理を利用しØ Ø Ø
の 式の因数を求めることに 数分解へと定理を利用 る。 て簡単に余りを求めら
定 関心を持ち、因数分解を することの利点を確認 因数定理を利 れることを知る。Ø
理 試みる。 する。 用して因数分解ができ 因数定理によって因Ø
を 文字が含まれる る。 数を見つけられることØ
因 場合も、因数定理に則 を理解する。
数 って計算できることを
定 考察する。
理 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

（ 因数定理を利用して などと置き換え ｎ次方程式 高次方程式も2次方Ø Ø Ø Ø「 」

イ 高次方程式を解くことに （単純化）することの 高次方程式 ３乗根 程式と同様に因数分解「 」「 」

） 関心を持ち、実際に解い 有効さを考察する。 などの用語を適切に使う することで解を求める

高 てみる。 因数定理を利用 ことができる。 ことができることを理Ø

次 文字の含まれる高次 して因数分解すること ３次方程式を 解する。Ø Ø

方 方程式についても因数定 によって、高次方程式 因数分解して解を求める 用語「２重解 「３Ø 」，

程 理を利用して解くことを の解が求められること ことができる。 重解」を理解し、利用

式 試みる。 を考察する。 できる。

次方程式は複素数のØ

範囲で常に個の解を持

つことを知る。



発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（３）図形と方程式

座標や式を用いて直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を数学的に考察し処理するととも目標
に，その有用性を認識し，いろいろな図形の考察に活用できるようにする。
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

直線や円などの基本的な 座標や式を用いて直線や 平面図形を座標や式を用 点と直線，円について理
平面図形の性質や関係に 円などの基本的な平面図 いて表現し，直線や円な 解し，基礎的な知識を身
関心をもつとともに，そ 形の性質や関係を数学的 どの基本性質を有用に活 に付けている。
れらを問題の解決に活用 に考察することができ 用し処理したりするこが
しようとする。 る。 できる。

ア 点と直線
数直線の概念を理解し，２点間の距離や線分の分点の座標を求めることができるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 数直線上の点と座標 中点の座標が，m 絶対値の概念 座標の大小関係が分Ø Ø Ø Ø
ア が対応し，実数を用いて :nに内分する点の座標 を理解し，２点間の距離 かっているときは，数
） 表されることによって様 をm=1,n=1の場合として を求めることができる。 直線上の２点間の距離
直 々な考察が可能になるこ 得られることに気づく 線分の分点の を絶対値を用いなくて。 Ø
線 とに関心をもつ。 線分をm:nに外分 座標を公式を用いて求め もめられることを理解Ø
上 数直線上の２点間の する点の座標は，m:-n ることができる。 する。Ø
の 距離，線分の分点の座標 に内分する場合と考え 内分点の座標を求めØ
点 を求めようとする。 て求めることができる る公式をもとにし，外

ことに気づく。 分点や中点の座標も求
められることを理解す
る。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

（ 平面の点を，座標を 平面上の点の座 平面上の点を 平面を座標軸を用いØ Ø Ø Ø
イ 用いて表すことの有用性 標が点を軸へ正射影す 座標を用いて表し，対称 て４つの部分に分ける
） を実感し，今まで以上に ることにより，直線上 移動によって変化した座 ことができるが，座標
平 様々な考察が可能になる の点の座標から構成さ 標を求めることができ 軸はどの象限にも含ま

。 。面 ことに関心をもつ。 れていることに気づく る。 れないことを理解する
上 対称移動によってど 平面上の２点間 ２点間の距離 ２点間の距離の公式Ø Ø Ø Ø，
の の様に座標が変化する の距離は，三平方の定 線分の分点の座標を，公 から，実数の２乗の正
点 か，視覚的に考察しよう 理を用いて求めること 式を用いて求めることが の平方根と絶対値の関
とする。 ができることに気づく できる。 係を確認し，理解でき。

２点間の距離，線分 平面上の２点間 幾何の問題に る。Ø Ø Ø
の分点の座標を求めよう を結ぶ線分の分点の座 おいて，座標軸をとり点 幾何の証明問題ではØ
とする。 標も，数直線の場合と を座標で表すことによっ 座標軸の決め方が大切

幾何の証明問題に関 同じように求められる て，証明できる。 であることを理解し，Ø
心をもち，証明しようと ことに気づく。 三角形の重心 的確に座標軸をおくこØ
する。 幾何の証明問題 の座標を求めることがで とができる。Ø

において，座標軸の設 きる。 証明したことがらをØ
定の有用性に気づく。 考察し，定理として理

解できる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

直線の方程式
点と傾きとの関係から直線の方程式が導かれることを理解し，平面図形の性質や関係を考察する際に必要
になる直線の方程式を作れるようにする。



関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

ウ ・点と傾きとの関係か ・直線の捉え方を点と ・点と傾きが与えられた ・点と傾き，及び２点（ ）

直線 ら直線の方程式が導か 傾きという見方から考 場合と，2点が与えられ を与えることによって
の方 れる過程に関心をも 察することができる。 た場合について，それぞ 直線の方程式が決定す

。程式 ち，直線の方程式がど ・関数として扱ってき れの直線の方程式が導け ることを理解している
点 のように決定するのか た直線の概念を，方程 る。 ・直線が１次方程式で

，調べようとする。 式として扱うことで代 ・直線を１次方程式とし 表されることを認識し
・直線が１次方程式で 数学的に座標を求める て表現することができ， ２直線の交点の座標が
表されることに関心を 考え方が確認できる。 図形における考察を代数 ２元１次方程式の解で
もち，図形を直線を用 学的に処理することがで 与えられることを理解
いて調べようとする。 きる。 している。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

（ ） ，エ ・２直線の平行条件や ・２直線が平行，垂直 ・直線の平行・垂直条件 ・２直線の平行条件と
２直 垂直条件，更に点と直 になる為には条件が存 を活用し，新たな直線の 垂直条件を理解してい
線の 線との距離についてそ 在し，その過程が確認 方程式を求めることがで る。
関係 の関係を理解し活用し できる。 きる。 ・点と直線との距離は

ようとする。 ・直線の方程式が点の ・座標平面上の図形に直 直線の方程式にその点
・直線だけでなく，直 座標を用いて代数的に 線の方程式を求める際に の座標のみを代入する
線と直線から得られる 処理され，座標を代入 考察した概念を導入する ことで得られることを
情報を利用し図形を分 することで距離までが ことで，座標や線分の長 理解している。
析しようとする。 容易に求められること さ，図形の面積などを求 ・直線の平行条件や垂

が確認できる。 めることができる。 直条件を用いれば図形
・図形の関係を数式で の構造が容易に掴める
表すことでその図形の ことを理解している。
性質を証明することが
できる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

イ 円の方程式
円が方程式で表されることを理解し，円と直線の関係を方程式でとらえることにより、円と直線の目標

関係について今までより深い考察を可能にする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
中学までは図形としてし 与えられた条件から円の 今まで学んだ方程式の解 円の方程式、円と直線の
か扱わなかった円が方程 方程式を求め、また直線 法や、公式を使い、的確 位置関係と判別式、円の
式で表されることに関心 と円の関係について、考 に数式を処理することが 接線の方程式について理
をもち，それらを問題の える。 できる。 解し，基礎的な知識を身
解決に活用しようとす に付けている。
る。

（ア） 円の方程式
円が方程式で表されることを理解し、円を方程式で表す。また与えられた円の方程式から中心、半径を求
めることができるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
円が方程式で表され 円が中心と半径 具体的な中心 円の方程式を導く。Ø Ø Ø Ø

ることについて関心をも が与えられれば、１つ と半径が与えられた円を 平方完成を使い、円Ø
つ。 に決まることに気付く 円の方程式に代入して求 の中心と半径を求める。

２点間の距離の公 ２点を直径の両 めることができる。 変形を理解する。Ø Ø
式、中点の公式を使って 端とする円の中心と半 ２点を直径の 連立方程式を解くこØ Ø

（ 問題を解こうとする。 径の出し方に気付く。 両端とする円の方程式を とにより、３点を通る
ア 円の中心と半径 求めることができる。 円の方程式を求めるこØ
） の求め方が、２次関数 与えられた円 とができることを理解Ø

の平方完成と同じ変形 の方程式から中心の座標 する。



円 だとわかる。 と半径を求めることがで
３点を通る円の きる。Ø

の 方程式のおき方に気付 ３点を通る円Ø
く。 の方程式を求めることが

方 できる。
発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト

程 ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察

式 ペーパーテスト

（イ） 円と直線
， 、 、 、 。円と直線の位置関係について 共有点の求め方 判別式 円の接線の方程式について学び 理解を深める

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
円と直線の関係に関 円と直線の共有 与えられた円 円と直線の位置関係Ø Ø Ø Ø

心をもち，どのような場 点の求め方について考 と直線の共有点を求める は判別式の符号で決ま
合があるのか考えてみ える。 ことができる。 ることを理解する。
る。 円と直線の位置 点と直線との 原点を中心とする円Ø Ø Ø

円と直線の関係を方 関係のとらえ方が、判 距離の公式を使い問題を の接線が公式で表されØ
程式でとらえることによ 別式と、円の中心と直 解くことにより、円と直 ることを理解する。
り、今まで以上に具体的 線の距離の２通りでと 線が接する場合の理解を 円外の点から原点をØ

（ な考察が可能になること らえられることを理解 深める。 中心とする円に引いた
イ を実感する。 する。 原点を中心と 接線の方程式の求め方Ø
） 円の中心と接点 する円上の点における接 を理解する。Ø

を結んだ直線は接線に 線の方程式を求める。
円 垂直であることに気付 円外の点からØ

き、接線の公式を使わ 原点を中心とする円に引
と ずに原点を中心とする いた接線の方程式と接点

円の接線の方程式を求 の座標を求めることがで
直 めることができる。 きる。
発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト

線 ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察

ペーパーテスト

（ア） 軌跡と方程式
ある条件を満たす点の集合が図形を描くことに関心を持ち，軌跡についての知識を深め，それを活用しよ
うとする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ ある条件を満たす点 ２点から等距離 ２点Ａ、Ｂか ２点から等距離であØ Ø Ø Ø
ア の集合が図形を描くこと である点の集合がその ら等距離である点Ｐの軌 る点の集合がその２点
） に関心を持ち，軌跡につ ２点を結ぶ垂直二等分 跡を求めることができ を結ぶ垂直二等分線で

。軌 いて調べようとする。 線であることを予想で る。 あることを理解できる
跡 きる。 アポロニウス ある点Ｐから等距離Ø Ø
と ある点Ｐから等 の円の軌跡ついての計算 である点の集合が、点Ø
方 距離である点の集合が ができる。 Ｐを中心とした円であ、

。程 点Ｐを中心とした円で 点Ｃから等距 ることを理解しているØ
式 あることを予想できる 離である点Ｐの軌跡を求。

めることができる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（イ） 不等式の領域
ある条件を満たす点の集合が領域を表することに関心を持ち，領域についての知識を深め，それを活用し
ようとする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ ある条件を満たす点 １次関数の不等 １次関数や２ １次関数の不等式がØ Ø Ø Ø

イ の集合が領域を表するこ 式が直線の片側を満た 次関数の不等式の表す領 直線の片側を満たす点
） とに関心を持ち，領域に す点全体であることが 域を求めることができ 全体であることが分か
不 ついての知識を深め，そ 分かる。 る。 る。
等 れを活用しようとする。 円を境界線とす 不等式の表す 連立不等式の表す領Ø Ø Ø
式 る領域は、その円の方 領域を図示して解決でき 域は、それぞれの不等
の 程式のイコールを不等 る問題を解くことができ 式を満たす領域の重な
領 号にしたものであるこ る。 ったところであること
域 とが分かる。 を理解している。



連立不等式の表Ø
す領域は、それぞれの
不等式を満たす領域の
重なったところである
ことを分かる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（４） 三角関数
回転運動を考えることから一般角の概念を導入し、座標平面上の点を基にして三角関数を定義し目標

それから導かれる基本的な諸性質を理解して方程式、不等式に活用できるようにする。
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

三角関数の性質を具体的 グラフから方程式や不等 グラフをかくことができ 三角関数についての基本
な事象の考察に活用しよ 式の解を求める意味とそ る。方程式や不等式など 的な概念、法則、定理な
うとする また 方程式 れらの解の差異を認識す の式を三角関数の性質を どを理解し、基礎的な知。 、 、
不等式の解についてグラ る。また、いろいろな関 使って目的に応じて変形 識を身に付けている。ま
フを利用することのよさ 数の性質を用いて、具体 し、解を求めることがで た、グラフを通じて方程
を認識する。 的な事象へ応用すること きる。 式や不等式に活用でき

の有用性を認識する。 る。

ア 三角関数
一般角の三角比について理解し、三角関数のグラフをかくとともに周期性・対称性などを理解し、方程式
・不等式を解くことができるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 一般角の表し方につ 角の大きさにつ 負の角・以上の角の 正の角・負の角の意Ø Ø Ø Ø
ア いて感心をもつことがで いて動径を使い動的な 動径を図示することがで 味について理解してい
） きる。 立場で考えることがで きる。 る。
角 度数法・弧度法の変 きる。 度数法で表された角 度数法と弧度法の関Ø Ø Ø
の 換に慣れる。 扇形の面積の求 を弧度法で表すことがで 係を理解している。Ø
拡 め方を考察することが きる。 弧の長さと扇形の面Ø

。張 できる。 扇形の半径や面積を 積の公式が理解できるØ
求めることができる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

（ 三角関数のグラフに 一般角の三角比 一般角の正弦 一般角の正弦・余弦Ø Ø Ø Ø

イ 興味をもつことができ が鋭角・鈍角の三角比 ・余弦・正接の値を求め ・正接について理解で
） る。 の拡張になっているこ ることができる。 きている。
三 三角関数の対称性と とがわかる。 三角関数のグ 、Ø Ø Ø
角 周期性について理解しよ 三角関数のグラ ラフを描くことができØ
関 うとする。 フが周期関数であるこ る。 であることが理解でき
数 とについて考えること ている。
と ができる。
グ
ラ 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
フ ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 三角関数の相互関係 三角関数のグラ １つの三角関 三角比の相互関係をØ Ø Ø Ø
ウ について関心をもち２つ フの周期性・対称性を 数の値から残りの三角関 理解している。
） の相互関係から新しい相 利用しようとする。 数の値を求めることがで 三角関数の定義とグØ
三 互関係を導きだそうとす きる。 ラフを理解している。
角 る。 三角関数の定義 展開・因数分解の公Ø Ø
関 に戻り相互関係やグラ 相互関係を利 式を理解している。Ø
数 三角関数のグラフの フの周期性・対称性を 用して三角関数の式の変 円と直線の方程式をØ Ø
の 周期性・対称性を理解し 考察することができる 形ができる。 理解している。。
性 ようとする。
質 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解



（ 三角関数の方程式・ 単位円や関数の 三角関数の相 １次方程式・不等式Ø Ø Ø Ø

エ 不等式に興味をもつ。 周期性を利用すること 互関係を変形して利用す と２次方程式・不等式
） ができる。 ることができる。 を解くことができる。
三 単位円や三角関数のØ
角 グラフを積極的に書き方 三角関数のグラ 三角関数の式 三角関数のグラフをØ Ø Ø
関 程式・不等式を解こうと フと直線の位置関係を を因数分解し，方程式を 理解している。
数 する。 利用することができる 解くことができる。。
に 三角関数の値の存在Ø
つ 範囲を理解している。
い 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
て ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
の 観察 ノートチェック 観察 自己評価
方 自己評価 ペーパーテスト
程
式
・
不
等
式

イ 加法定理
加法定理の意味とその使い方、および応用の広さを学ぶ。また、加法定理の逆として三角関数の合成につ
いて学ぶ。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
図形の特徴に関心を 図形の特徴を三 加法定理を用 加法定理を理解してØ Ø Ø Ø

持ち加法定理を導こうす 角形に関する基本的知 いて正弦、余弦、正接を いる。
る。 識を用いて、定理を導 求めることができる。 三角関数の相互関係Ø

加 図形応用して加法定 き出す過程を考察する を理解している。Ø
法 理を活用しようとする。 ことができる。
定 ２倍角・半角の公式 特別な角の三角関数Ø Ø
理 を導こうとする。 加法定理を利用 ２倍角・半角 を理解している。Ø Ø

して２倍角・半角の公 の公式を活用することが 加法定理、三角関数Ø
式を考察することがで できる。 の相互関係を理解して

1つの三角関数（正 きる。 いる。Ø
Ø Ø弦）で表すことを用いて 加法定理の逆と

いろいろな問題を解こう し図形的な特徴から三 の形に変形し、三角方 三角関数と座標の関Ø
とする。 角関数の合成を考察す 程式、不等式を解くこと 係、三平方の定理、加

ることができる。 ができる。 法定理、三角関数のグ
ラフを理解している。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（５）指数関数と対数関数

指数関数及び対数関数について理解し，それらの関数についての理解を深め，それらを具体的な事目標
象の考察に活用できるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

ア 指数関数と対数関数
指数関数及び対数関数について理解し、関数についての理解を深め、それらを具体的な事象の考察に活用
できるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 以下の整数の場合の 有理数を指数に 指数法則に基 指数法則が一般の整Ø Ø Ø Ø
ア 累乗について関心をも もつ累乗についても指 づいて、計算することが 数指数について成り立
） つ。 数法則が成り立つこと できる。 つことが理解できる。
指 の定義から累乗根の が理解できる。 累乗根の計算 指数の拡張に従っØ Ø Ø
数 性質を導き出す。 指数が有理数の をすることができる。 て、の範囲が狭められØ
の 場合はの時だけ考えれ ることを理解する。Ø

Ø拡 ばよいことが理解でき
張 る。



発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
のグラフについて、 具体例、が軸に がの時グラフ 指数方程式を解くこØ Ø Ø Ø

いろいろな変数に対応す 関して対称であること の概形を描くことができ とができる。

る関数値を求めることが ができる。 る。 指数不等式を解く際Ø

（ できる。 指数関数の性 には、底が１より小さØ

イ 質によって、指数の大小 いとき大小が逆転するØ

） が判定できる。 ことが理解できる。

指 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
数 ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
関 観察 ノートチェック 観察 自己評価
数 自己評価 ペーパーテスト

対数とその性質
指数法則に対応するものとして対数の性質を理解し、それを用いて対数の式をまとめることができるよう
にする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 対数の表し方につい 指数表示と対数 簡単な対数の 指数法則を確認し、Ø Ø Ø Ø
ア て、関心をもつ。 表示のように、同じも 値を求めることができ 対数の性質を理解して
） 対数の性質を用いて のを異なる表し方、見 る。 いる。Ø
対 対数の式をまとめようと 方をすることができる 対数の性質を 底を変換し、底を同。 Ø Ø
数 する。 用いて、対数の式を計算 じにすることで対数が
と することができる。 簡単になることを理解
そ 底の変換公式 している。Ø
の を用いて、対数を簡単に 対数計算の特徴を理Ø
性 することができる。 解している。
質
発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

対数関数
指数から対数に発展したことで対数の意味を十分理解して、表現・処理することができるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 対数の性質を理解し 指数の発展・延 指数の考え方 指数の基本的な性質Ø Ø Ø Ø
イ て、各種の問いに関心を 長として対数の性質を から対数の性質や公式を を理解しながら、対数
） 持ち、調べていこうとす 理解し、考察すること 理解して簡単な計算がで の性質や公式を理解し
対 る。 ができる。 きる。 ている。
数 底や真数の意味を理 対数の性質や公 底の公式を利 底や真数条件の意味Ø Ø Ø Ø
と 解して、対数を考えよう 式を数学的に考察する 用して基本的な計算がで を理解している。
そ とする。 ことができる。 きる。
の 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
性 ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
質 観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
対数に関心を持ち、 対数関数とその 対数関数のグ 指数・対数の性質をØ Ø Ø Ø

対数関数をグラフに表わ グラフの関係を考察す ラフを底の条件を考えな 理解している。
そうとする。 ることができる。 がら描くことができる。 底や真数の条件を理Ø

対 対数関数の性質を理 底の条件により 底の値により 解している。Ø Ø Ø、
数 解して、対数の大小関係 対数全体の大小を比較 真数を比較しながら、対 関数から数の大小をØ
関 に関心を持ちながら比較 し考察することができ 数の大小関係を比較でき 比較できることを理解
数 しようとする。 る。 る。 している。

対数関数の性質から 真数条件を考え 対数方程式、 対数方程式、不等式Ø Ø Ø Ø
方程式、不等式を解こう ながら、対数方程式、 不等式を対数関数の性質 を解くとき、底や真数
とする。 不等式の解を考察する を利用して解くことがで 条件を理解し、活用す

ことができる。 きる。 ることができる。
発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト



関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 常用対数の意味を理 １０を底とする 簡単な常用対 対数の性質を理解しØ Ø Ø Ø
ウ 解しようとする。 常用対数の性質を数学 数の計算ができる。 ている。
） １０を底とする各種 的に考察することがで 指数や累乗根 １０進法の意味や性Ø Ø Ø
常 の問題に常用対数を活用 きる。 で表された数を日常使用 質を理解している。
用 しようとする。 各種の応用問題 している１０進法を使っØ
対 を常用対数を用いて多 た数で表すことができ
数 面的に考察することが る。

できる。 各種の応用問Ø
題を常用対数の性質を使
い解くことができる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

（６）微分と積分

具体的な事象の考察を通して微分・積分の考えを理解し，それを用いて関数の値の変化を調べるこ目標  
とや面積を求めることができるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解

関数の値やグラフの変化 関数の変化をグラフをも 関数の増減を，接線の傾 関数が微分でき，関数値
の様子を，局所的な手法 って考察するとき，点を きから調べる。 の０辺かを読みとれる。
を用いて調べようとす プロットし概形をとらえ 不定積分，定積分と面積 定積分が実行でき，面積
る。 る事以外に，接線の傾き 等の関係を表現できる。 の計算ができる。

により変化をとらえよう
とする。

ア 微分係数と導関数
関数の平均変化率の意味を考え、その極限として微分係数を理解し、導関数を定義する。また、グラフの
接線の傾きと対比させ、変化率や微分の持つ意味を具体的にとらえる。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 関数の平均変化率を χの変域の幅を 平均変化率が 平均変化率の図形的Ø Ø Ø Ø
ア 求めようとする。 ０に近づけるときの微 求められる。 意味を理解している。
） 平均変化率は一定で 分係数の変化について 微分係数を定 微分係数の図形的意Ø Ø Ø
微 はなく、χの変域により 考察することができる 義により求められる。 味を理解している。。
分 異なることに気づく。
係 極限値について考察 微分係数の図形 導関数を定義 定義から微分係数やØ Ø Ø Ø
数 する。 的意味を考察すること により求められる。 導関数を求められる。
と 微分係数の図形的意 ができる。 導関数の公式 導関数の公式を利用Ø Ø Ø
導 味に関心をもつ。 定義を理解した を用いて関数を微分でき し微分することができØ
関 導関数を定義に基づ 上で導関数を求めるこ る。 る。Ø
数 いて求めようとする。 とができ、更に導関数

の公式について考察を
深める。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解（
微分係数の計算を定 いろいろな値に 正しい記号の 微分係数・導関数のイ）Ø Ø Ø Ø

義に基づき行おうとす おける微分係数を求め もとで，微分することが 関係を理解している。導 ，
Ø関 る。 １つひとつの決まり方 出来る。

微分を表す様々な記 から，関数となること 変数が x 以外数 Ø Ø
号に親しむ。 を考察できる。 でも問題なく微分できと

る。そ
の
計
算

接線の方程式
導関数を理解し、それを用いて、関数のグラフ上の点における接線、および、グラフ上にない点から引い
た接線を求めることができるようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 微分係数を利用して 微分係数を利用 微分係数を利 接線の傾きと導関数Ø Ø Ø Ø
ウ 接線の傾きが求められる して接線を求める過程 用して接線の傾きを求め の関係が理解できる。
） 過程に関心をもち、求め を考察することができ ることができる。 傾きと通る点によりØ



接 ようとする。 る。 求めた傾きと 接線を求めることがでØ
線 求めた傾きと与えら 「グラフ上の点 与えられた点により、接 きる。Ø Ø
の れた点により、接線を求 における接線」を拡張 線を求める。 グラフ上の点であるØ
方 めようとする。 し 「グラフ上にない点 「グラフ上にない かどうかにより、接線、 Ø
程 「グラフ上の点にお から引いた接線」を求 点から引いた接線」を求 の求め方が異なることØ
式 ける接線 を拡張し グ める過程を考察するこ める際に、接点の座標を を理解している。」 、「

。 、ラフ上にない点から引い とができる。 置くことができる また
た接線」を求めようとす 他の条件とも合わせて最
る。 終的に接線の方程式を求

めることができる。
発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

イ 関数の値の変化
関数の増減を調べ、極大・極小を求めることができるようにする。また、グラフを書けるようにする。
関数の増減やグラフを利用して，関数の最大値・最小値を求めることができる。
関数の増減やグラフを利用して，方程式の解の実数解の個数や，不等式の証明などに応用できる。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 関数の増減に関心を 導関数の符号と 導関数の符号 ｘ＝aで極値を持つØ Ø Ø Ø
ア もち，導関数の符号から 関数の増減について数 から関数の増減を調べる こととf’(a)=0との関
） 関数の増減を調べようと 学的に考察することが ことができる。 係がわかる。
関 する。 できる。 関数の増減を 極大値・極小値の意Ø Ø
数 関数の増減を調べ、 増減表を作るこ 調べ、増減表を作ること 味がわかり、求め方をØ Ø
の 増減表を作ろうとする。 とが極値を求めること ができる。 理解している。
増 極値を求めようとす につながることを考察 極値を求める 増減表を作ること、Ø Ø Ø
減 る。 することができる。ま ことができる。 極値を求めること、グ
と グラフを書こうとす た、さらにグラフを書 グラフを書く ラフを書くことの関係Ø Ø
極 る。 くことへ拡張できる。 ことができる。 が理解できる。
大
・ 発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
極 ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
小 観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
関数の最大値・最小 方程式の実数解 具体的な関数 極大，極小と最大，（ Ø Ø Ø Ø

値について関心を持つ。 の個数をグラフと，ｘ で，増減を調べ，グラフ 最小の違いが分かる。イ
関数の増減に関心を 軸との関係として考察 を併用することで，最大 最大値・最小値の意） Ø Ø

もち，グラフなどを併用 することができる。 値・最小値を求めること 味がわかり、求め方を関
し，関数の最大値・最小 不等式の証明で ができる。 理解している。数 Ø ，
値を求めようとする。 変形した式や，与えら 方程式の実数 増減表，極大極小，の Ø Ø

身の回りにありそう れた式の最小値などに 解の個数を，グラフとの 最大最小，グラフとの増 Ø
な問題に関心を持ち，調 注目することで，考察 関係から求めることがで 関係が理解できる。減
べようとする。 することができる。 きる。 方程式，不等式とグØ

不等式の証明に，グ 与えられた不 ラフとの関係が理解でグ Ø Ø
ラフを使おうとする。 等式をある関数と見な きる。ラ

し，最大最小などから証フ
明できる。の

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト応
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック用
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

積分法
不定積分が，微分と逆の作業になることを理解した上で，定積分に活用できる基礎を作る。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 原始関数の定義およ 積分定数を使い １次式の不定 不定積分を求めるとØ Ø Ø Ø
ア び求め方について関心を 不定積分を求めること 積分を求めることができ きに積分定数を利用で
） 持つ。 ができる。 る。 きる。
不 積分定数の必要性を を理解している 不定積分を求 原始関数と不定積分Ø Ø Ø Ø。
定 理解しようとする。 めることができる。 の違いが分かる。
積 整式の不定積分を求 関数の定数倍Ø Ø
分 めようとする。 および和，差の不定積分

を求めることができる。
初期値を利用Ø

して積分定数を求めるこ
とができる。



発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

定積分
定積分の定義を理解し，定積分の計算ができるようにする。
積分範囲に文字が入った場合の定積分が，その文字の関数となることを知り，その文字で微分できる。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
（ 定積分の定義に関心 定積分の性質を 定積分の定義 定積分が原始関数のØ Ø Ø Ø，
イ をもち 求めようとする 定積分の定義に戻り， に従い定積分の値を求め 選び方によらない定数、 。
） 定積分の計算をしよ その性質を示す過程を ることができる。 となることが理解できØ
定 うとする。 考察することができる 定積分は積分 る。。 Ø
積 定積分の性質を積極 積分範囲に文字 変数によらず求めること 同じ関数ならば，定Ø Ø Ø
分 的に使おうとする。 が入った場合の定積分 ができる。 積分の値は積分変数に

の積分計算や，その関 定積分の入っ よらないことが理解でØ
数を微分する過程を考 た等式（積分方程式）か きる。
察することができる。 ら，関数を求めることが 定積分の結果が，積Ø

できる。 分範囲の文字に従うこ
とが理解できる。

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
ノートチェック 観察 ノートチェック ノートチェック
観察 ノートチェック 観察 自己評価
自己評価 ペーパーテスト

図形の面積と定積分
定積分を用いて、図形の面積を求めることが出来ることを理解し、具体的な直線・放物線で囲まれた部分
の面積を求めることが出来るようにする。

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 表現・処理 知識・理解
, , ,（ 定積分の値と具体的 直線・放物線Ø Ø Øのとき、曲線直 のとき、曲線直線

線 軸で囲まれた部分の 軸で囲まれた面積Ｓとウ な図形の面積が一致する とｙ軸に平行な２直線で,
面積をとすると、であ すると面積であること） ことに関心を持つ。 囲まれた部分の面積を求

ることがわかり、定積 を理解する。図 めることが出来る。

分が面積を表している 曲線 直線 軸で囲形 放物線とｘ軸Ø Ø , ,
ことを導くことが出来 まれた面積Ｓとするとの で囲まれた部分の面積を
る。 面積であることを理解面 求めることが出来る。

する。積 放物線と直線Ø 、
２曲線間の面積Ｓとと ２つの放物線で囲まれた

すると、であることを定 部分の面積を求めること
理解する。積 が出来る

発言 発言 ペーパーテスト ペーパーテスト
観察 観察 ノートチェック ノートチェック

観察 自己評価



A理科総合

単位数 学 年 使用教科書（出版社） 担当者

３ ２ 学 年 理科総合 （数研出版） 理科担当教員A

教科・科目の目標

自然の事物・現象に関する観察、実験などを通じて、エネルギーと物質の成り立ちを中心に、
自然の事物・現象について理解させるとともに、人間と自然のかかわりについて考察させ、自然
に対する総合的な見方や考え方を養う。

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
評
価 物質の成り立ちを中 物質の成り立ちを中 物質の成り立ちを中 物質の成り立ちを中
規 心に、自然の事物・ 心に、自然の事物・ 心とした観察・実験 心に、自然の事物・
準 現象に関心を持ち、 現象の中に問題を見 の技能を修得すると 現象について観察・

意欲的にそれらを探 いだし、観察・実験 ともに、それらの科 実験などを行い、そ
求するとともに、自 などを行うとともに 学的に探求する方法 れらの基本的な概念、
然を総合的にとらえ 実証的・論理的に考 を身につけ、観察・ や原理・法則を理解
る科学的態度を身に えたり、分析的・総 実験の過程や結果お し、知識を身につけ
つける。 合的に考察したりし よびそこから導き出 ている。

て問題を解決し、事 した自らの考えを的
実に基づいて科学的 確に表現する。
に判断する。

評 授業参加の仕方や態 定期試験 実験レポート 授業参加の仕方や態
価 度 実験レポート 定期試験 度
方 宿題・課題 宿題・課題 小テスト 定期試験
法 授業プリント 小テスト 実験レポート

小テスト 授業プリント
実験レポート・発表 小テスト

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ 自然の見 観察・実験の基 関心・意欲 ○自然の事象をエネルギーや物質の変化
方 本的な方法を習 態度 ・変換でとらえ，意欲的に探求しようと

得させるととも する。 ◎
に，自然をエネ ○身近な事象の中から学習課題を取り上

探求の仕 ルギーや物質の げ，科学的な手法でこれを解決すること
方 変化と変換など に関心をもち，意欲的に探求しようとす

でとらえさせ， る。
科学的に考察さ
せる。 思考・判断 ○自然の事象をエネルギーや物質の変化

と変換という見方でとらえ，それらにつ
いて観察，実験を行い，その結果を実証
的，論理的に考えたり，分析的，総合的
に考察したりする。 ○
○身近な自然の事象の中から具体的な学

， ，習課題を取り上げ それらに関する観察
実験などを行い，その結果をグラフの活
用などによって考察し，共通性や規則性
を見つける。
○観察，実験で得られた結果の信頼性や
不確実性について検討し，判断する



技能・表現 ○自然の事象をエネルギーや物質の変化
と変換という見方でとらえ，それらを科
学的に探求する方法を身に付け，観察，
実験の過程や結果を的確に記録・整理す
る。
○身近な自然の事象の中から具体的な学 ◎
習課題を設定し，情報収集して実験計画
を立てる。
○観察，実験で得られた結果について，
数値の処理の仕方やグラフのかき方など
を習得するとともに，観察，実験の過程
や結果，および自ら導き出した考えを的
確に記録する。

知識・理解 ○観察，実験などを行い，自然をエネル
ギーや物質の変化・変換でとらえると，
自然界に規則性や法則性があることを理
解し，知識を身に付けている。
○探求的な活動で，何がどこまで解明で ○
きるのかを認識するとともに，自然の認
識にはなお多くの努力が必要であること
を理解し，知識を身に付けている。

物質を構成する 関心・意欲 ○物質を構成する原子・分子・イオンと
５ 物質の構 成分及びその分 態度 その結合に関心をもち，意欲的にそれら

成と変化 離方法や検出方 を探求しようとする。
法について理解 ○原子・分子・イオンの結び付きの変化 ○

～ させる。 で物質の性質が変わることに関心をも
， 。ち 意欲的にそれらを探求しようとする

７
原子，分子，イ 思考・判断 ○元素の周期表と対応させて原子の構造
オンとその結合 を推論できるとともに，原子・分子・イ
についての基礎 オンの違いを考察し，判断する。 ◎
を理解させる。 ○観察，実験の結果から，物質の性質を

基本粒子の構成から考察する。

技能・表現 ○混合物の分離，成分元素の確認，イオ
ンの存在を確認する観察・実験の技能を
習得する。 ○
○観察，実験の過程や得られた結果，お
よびそこから導き出した考えを報告書に
まとめたり，発表したりする。

知識・理解 ○元素の周期表と対応させて原子の構造
を平易○に理解するとともに，原子の構
造と関連させて分子，イオンの知識を身 ◎
に付けている。

８
物質変化の特徴 関心・意欲 ○原子・分子・イオンの結び付きの変化，
化学変化の表し 態度 で物質の性質が変わること，その際にエ ○

～ 方について，エ ネルギーの出入りが伴うことに関心をも
， 。ネルギーと関連 ち 意欲的にそれらを探求しようとする

付けて理解させ
る。 思考・判断 ○観察，実験の結果から，物質の変化を10

構成や構成粒子の結び付きの変化から考 ◎
察するとともに，変化にはエネルギーの
出入りが伴うことを判断する。

，酸と塩基の性質



中和反応，塩の 技能・表現 ○三態変化などの状態変化，燃焼，酸化
生成について理 ・還元，中和などの化学反応，その際の
解させる。 エネルギーの出入りについて，観察・実 ○

験の技能を習得する。
○観察，実験の過程や得られた結果，お
よびそこから導き出した考えを報告書に

酸化と還元の基 まとめたり，発表したりする。
礎，酸化と生じ
るエネルギーの 知識・理解 ○三態変化，燃焼，酸化・還元，中和な
関係，酸化剤・ どの事例で，物質を構成する粒子の結び
還元剤について 付きの変化によって物質の性質が変わ ◎
理解させる。 り，その際にエネルギーの出入りが伴う

， 。探ことを理解し 知識を身に付けている

物質の利 鉱物から金属を 関心・意欲 ○人間生活との関わりの深い物質の特性11
用 得る方法，金属 態度 と利用および物質の製造にエネルギーが

の性質，セラミ 必要であることに関心をもち，意欲的に
ックスの製造・ それらを探求しようとする。 ◎

～ 用途について理 ○生物がつくる物質や生体内の反応に関
解させる。 心をもち，意欲的にそれらを探求しよう

とする。
12

思考・判断 ○金属，セラミックス，プラスチックな
合成樹脂の性質 どの事例を選び，原料と製品の特性との
・用途，合成方 関係について総合的に判断する。
法の基礎を理解 ○生物がつくる物質と合成物質，生物体
させる。 内の化学反応と実験室での化学反応につ ◎

いて，共通点と相違点を見出す。
○人間生活で使われる物質が自然界で受
ける変化や，元素の循環および，自然界

生物がつくる有 の生物の働きに与える影響について考察
用な物質，生物 する。
体内で起こる化
学変化のしくみ 技能・表現 ○金属，セラミックス，プラスチックな
について理解さ どの事例を選び，特性や製造に関する観
せる。 察，実験の技能を習得する。

○微生物や酵素などを用いた物質の製造 ○
に関する観察・実験の技能を習得する。
○観察，実験の過程や得られた結果，お

物質の変化，化 よびそこから導き出した考えを報告書に
学反応などにつ まとめたり，発表したりする。
いて観察・実験
を通して探究さ 知識・理解 ○金属，セラミックス，プラスチックな
せ，実験技能の どの事例を選び，原料と製品の特性との
習得や理解を図 関係を知るとともに，物質の製造と利用 ○
る。 は人間生活を豊かにする反面，自然環境

に少なからぬ影響をおよぼしていること
を理解し，知識を身に付けている。

１ 資源の開 化石燃料の利用 関心・意欲 ○蓄積型の化石燃料と原子力，非蓄積型，
発と利用 環境に及ぼす影 態度 の太陽エネルギーと水力に関心をもち，

響，原子力エネ その特性や有限性，およびその利用など
ルギーの基礎に について意欲的に探求しようとする。

～ ついて理解させ ○金属資源や非金属資源に関心をもち， ◎
る。 それらの特性や有限性および資源探査の

方法や開発，再利用などについて意欲的
に探求しようとする。

２
金属，非金属資
源の特性や有限 思考・判断 ○蓄積型のエネルギーと非蓄積型のエネ
性について理解 ルギーの特性や有限性について考察する

， ，させる。 とともに その利用などについて科学的
総合的に判断する。 ○
○金属資源や非金属資源の特性や有限性



について考察するとともに，資源探査の
方法や開発，再利用などについてに科学
的，総合的に判断する。

金属，非金属資 技能・表現 ○各種の資源に関する観察，実験の技能
源の探査の方法 を習得するとともに，その過程や結果を ○
や開発，再利用 報告書にまとめたり，発表したりする。
について理解さ
せる。 知識・理解 ○化石燃料が有限であることや，核エネ

ルギーについて理解し，知識を身に付け
ている。
○鉱物資源の種類や利用および分布を理 ◎

力学的エネルギ 解し，資源の探査と開発や有効利用に関
ーの保存，仕事 する知識を身に付けている。
と熱などについ
て観察・実験を

，通して探究させ
実験技能の習得
や理解を図る。

３ 温暖化の 太陽エネルギー 関心・意欲 ○太陽エネルギーが仕事に変えられた
メカニズ は仕事に変えら 態度 り，生物のエネルギー源になったりする ◎
ムを知る れること，その ことに関心をもち，その変換や総量の保

利用方法につい 存について意欲的に探求しようとする。
て理解させる。

思考・判断 ○太陽エネルギーが仕事に変えられた
り，生物のエネルギー源になったりする
ことについて考察するとともに，エネル ◎
ギーの変換や総量の保存を化学的，総合
的に判断する。

技能・表現 ○各種の資源に関する観察，実験の技能
を習得するとともに，その過程や結果を ○
報告書にまとめたり，発表したりする。

知識・理解 ○太陽エネルギーが仕事に変えられた
り，生物のエネルギー源になるなどの知

， ，識が身に付いており 一見多様な現象が
エネルギー保存の立場から統一的にとら
えられることを理解し，知識を身に付け
ている。 ◎
○太陽エネルギーや水力などの発電につ
いて理解し，多用なエネルギー資源の利
用と特性に関する知識を身に付けてい
る。



体育（ 年）2

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

２単位 ２年全学科 カラーワイドスポーツ（大修館） 体育担当教員

教科・科目の目標

各種の運動の合理的な実践を通して、運動技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことが
できるようにするとともに、体の調子を整え、体力の向上を図り、公正、協力、責任などの態度
を育てて、生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 運動の楽しさや喜びを 自己の能力と運動の特 自己の能力と各種の運 生活における運動の意
準 味わうことができよう 性に応じた課題の解決 動の特性に応じた技能 義や必要性及び運動の
に自ら進んで運動をし を目指して、運動の合 を高め、運動の楽しさ 特性と合理的な行い方
ようとする。また、個 理的な行い方や計画を や喜びを深く味わうと を理解し､知識を身に
人生活や社会生活にお 考え、工夫してる。ま ともに、体力を高める 付けている。また、個
ける健康・安全に関心 た、個人生活や社会生 ための運動の合理的な 人生活及び社会生活に
や興味をもち、学習に 活における健康・安全 行い方を身に付けてい おける健康･安全につ
取り組もうとする。 について、課題の解決 る。 いて、課題の解決に役

を目指して考え、判断 立つ基礎的な事項を身
している。 に付けている。

評 授業中の活動状況 授業中の活動状況 授業中の活動状況 授業中の発問に対する
価 出席状況 班ノート記入内容 班ノート記入内容 応答
方 学習態度 スキルテスト 班ノート記入内容
法 班ノート記入内容 授業中の活動状況
自己評価表

到達目標に向けての具体的な ○安全に自主的・合理的に運動ができる知識と技能を身につけさせ
取組 る

○生涯にわたって計画的に運動ができるための、基礎的・基本的な
【評価規準を念頭に置いた指 知識や技能を確実に身に付けさせる。
導上の留意点】 ○スポーツにおけるルールの重要性を理解させ、ルールを決めると

ころから学ぶ意欲を持たせる。
○グループ学習を取り入れ、自ら考える機会を多くする。
○個人内評価が適切にできるよう、授業外での自主的な学習活動等
も評価に含める。

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

４ 体つくり運動 ○自己の体に関心を 関心・意欲 ○自分の体や心の状態に気付き、体の
もち、自己の体力や ・態度 体調を考えながら、体つくり運動を楽 ◎
生活に応じた課題を しく行おうとする。
持って次の運動を行 ○用具の準備や健康・安全の場づくり
い 体をほぐしたり に気を配り、仲間と協力してあいなが、 、
体力を高めたりする ら取り組もうとする。
とともに、これらの
運動を生活の中で実 思考・判断 ○自分の体力や体調に適した運動を選
践できることができ んでいる。
るようにする。 ○運動の内容や方法を見直したりし ◎

て、新しい運動を選んだりしている。
○体つくり運動に対
する関心や意欲を高 技能・表現 ○自分の体力や体調に応じた運動を身
めるとともに、お互 に付け合理的に体力を身につけること ○
いに協力して運動が ができる。
できるようにする。 ○新しい運動をすることができる。

○自己の体力や生活 知識・理解 ○体つくり運動の特性を理解した中
に応じて、体ほぐし で、運動の種類と体力の向上する運動 ○
の行い方と体力の高 の行い方を説明できる
め方を実践的に工夫
することができるよ



うにする。

５ 選択 ○自己の能力に応じ 関心・意欲 ○自分の能力に応じた技を習得し、相
・ 柔道 て技能を高め、相手 ・態度 手との攻防を展開して競い合う武道の
６ 剣道・ の動きに対応した攻 楽しさや喜びを味わおうとする。 ○
・ ダンス 防を展開して練習や ○用具の準備や健康・安全の場づくり
７ 試合ができるように に気を配り、仲間と協力してあいなが

する。 ら取り組もうとする。

○伝統的な行動の仕 思考・判断 ○自分の技能に応じた技を選び、技の
方に留意して、お互 組み合わせや返し技を身に付けられる
いに相手を尊重し、 ように課題を設定している。 ◎
練習や試合ができる ○試合などから新しい課題を見つけ出
ようにするととも し、練習方法を考えたり、選んだりし
に、勝敗に対して公 ている。
正な態度が取れるよ
うにする。また、禁 技能・表現 ○自分の能力に応じた技や対人技能を
じ技を用いないなど 習得し、試合や練習をすることがでい
安全に留意して練習 る。
や試合ができるよう ○試合で、相手の動きや技に応じて、 ◎
にする。 技をかける・防ぐ・返すなどをするこ

とができる。
○自己の能力に応じ
た技を習得するため 知識・理解 ○武道の伝統的な考えや特性を理解し
の計画的な練習の仕 た中で、各種目の種類に応じた練習方
方や試合の仕方を工 法を考えられ、説明できる。 ○
夫することができる ○各種目のルールや審判法を理解し、
ようにする。 競技会の運営の仕方が説明できる。

○自己の能力に応じ 関心・意欲 ○ダンスの演技のできばえを求め、リ
た課題を持って行い ・態度 ズムに乗って動く、仲間とかかわりを
感じをこめて踊った もって動くダンスの楽しさや喜びを味
り、みんなで楽しく わおうとする。 ○
踊ったりして交流 ○用具の準備や健康・安全の場づくり
し、発表することが に気を配り、仲間と協力してあいなが
できるようにする。 ら取り組もうとする。

○お互いのよさを認 思考・判断 ○自分の技能に応じた技を選び、イメ
め合い、協力して練 ージが表現できるように課題を設定し
習したり発表したり ている。 ◎
することができるよ ○課題の状況に合わせた練習方法を考
うにする。 えたり、選んだりしている。

○グループの課題や 技能・表現 ○自分の技能に応じた技を身に付けス
自己の能力に応じた ムーズ・リズミカルに表現することが
課題の解決を目指し できる。 ◎
て、計画的な練習の ○新しい技をリズミカルに表現するこ
仕方や発表の仕方を とができる。
工夫することができ
るようにする また 知識・理解 ○ダンスの特性を理解した中で、技の。 、
発表交流会の企画や 種類、技の組み合わせの構成やイメー
運営ができるように ジした表現を考えられる ○
する。 ○発表の仕方や共感、感動する鑑賞の

仕方を説明できる。

８ 選択 ○チームの課題や自 思考・判断 ○技能のできばえやチームによる勝敗
・ 球技 己の能力に応じて技 を競い合う球技の楽しさや喜びを味わ
９ 能を高め、作戦を生 おうとする。 ◎
・ かした攻防を展開し ○用具の準備や健康・安全の場づくり

てゲームができるよ に気を配り、仲間と協力してあいなが10
うにする。 ら取り組もうとする。

○チームにおける自 技能・表現 ○自分やチームの能力に応じた練習方
、 、 。己の役割を自覚し 法を選び 考え 課題を設定している

て、その責任を果た ○練習試合などから、自分やチームの
し、お互いに協力し 課題を見直し、新しい課題を設定して ◎
て練習やゲームがで いる。



きるようにするとと
もに、勝敗に対して 技能・表現 ○自分やチームの能力に応じた技能を
公正な態度が取れる 身に付け、試合をすることができる。 ○
ようにする。また、 ○新しい技能を身に付け技で相手との
練習場などの安全を 攻防を展開したりして、試合をするこ
確かめ、健康･安全 とができる。
に留意して練習やゲ
ームができるように 知識・理解 ○各球技種目の特性を理解した中で、
する。 種目の種類に応じた個人技術やチーム

戦術の練習方法を考えられ、説明でき
○チームの課題や自 る。
己の能力に応じた課 ○各球技種目のルールや審判法を理解
題の解決を目指し し、試合の運営の仕方が説明できる。 ◎
て、計画的な練習の
仕方やゲームの仕方
を工夫することがで
きるようにする。ま
た、競技会の企画や
運営ができるように
する。

選択 ○自己の能力に応じ 関心・意欲 ○ 競技の向上を求めて、全力で取り11
・ 陸上競技 て技能を高め、競技 ・態度 組み、陸上運動の楽しさや喜びを味わ

したり記録を高めた おうとする。12
りすることができる ○用具の準備や健康・安全の場づくり ◎
ようにする。 に気を配り、仲間と協力してあいなが

ら取り組もうとする。
○お互いに協力して
練習や競技ができる
ようにするととも 思考・判断 ○自分の能力に応じた走る・跳ぶ・投
に、勝敗に対して公 げるの中で目標や課題を設定してい
正な態度が取れるよ る。
うにする。また、練 ○課題の状況に合わせた練習方法を考 ○
習場などの安全を確 えたり、選んだりしている。
かめ、健康･安全に
留意して練習や競技 技能・表現 ○自分の能力に応じた走る・跳ぶ・投
ができるようにす げるをすることができる。
る。 ○走る･跳ぶ･投げる中で、基本的な動

きを身に付け、競技したり記録を高め ◎
○自己の能力に応じ たりすることができる。
た課題の解決を目指
して、計画的な練習 知識・理解 ○陸上運動の特性を理解した中で、種
の仕方やゲームの仕 目の種類に応じた練習方法を考えら
方を工夫することが れ、説明できる。
できるようにする。 ○各種目のルールや審判法を理解し、 ○
また、競技会の企画 競技会の運営の仕方が説明できる。
や運営ができるよう
にする。

１ 選択 ○チームの課題や自 関心・意欲 ○技能のできばえやチームによる勝敗
・ （球技） 己の能力に応じて技 ・態度 を競い合う球技の楽しさや喜びを味わ
２ 能を高め、作戦を生 おうとする。 ◎
・ かした攻防を展開し ○用具の準備や健康・安全の場づくり
３ てゲームができるよ に気を配り、仲間と協力してあいなが

うにする。 ら取り組もうとする。

○チームにおける自 思考・判断 ○自分やチームの能力に応じた練習方
、 、 。己の役割を自覚し 法を選び 考え 課題を設定している

て、その責任を果た ○練習試合などから、自分やチームの ◎
し、お互いに協力し 課題を見直し、新しい課題を設定して
て練習やゲームがで いる。
きるようにするとと
もに、勝敗に対して 技能・表現 ○自分やチームの能力に応じた技能を
公正な態度が取れる 身に付け、試合をすることができる。
ようにする。また、 ○新しい技能を身に付け技で相手との ○
練習場などの安全を 攻防を展開したりして、試合をするこ
確かめ、健康･安全 とができる。
に留意して練習やゲ
ームができるように 知識・理解 ○各球技種目の特性を理解した中で、



する。 種目の種類に応じた個人技術やチーム
戦術の練習方法を考えられ、説明でき

○チームの課題や自 る。
己の能力に応じた課 ○各球技種目のルールや審判法を理解
題の解決を目指し し、試合の運営の仕方が説明できる。
て、計画的な練習の ◎
仕方やゲームの仕方
を工夫することがで
きるようにする。ま
た、競技会の企画や
運営ができるように
する。



保 健

単位数 学年・クラス 使用教科書（出版社） 指導者

１単位 ２年全学科 現代保健体育（大修館） 保健担当教員

教科・科目の目標

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康
を適切に管理し、改善していく資質や能力を育てる。

評 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解
価
規 個人生活や社会生活に 個人生活や社会生活に 個人生活や社会生活に
準 おける健康･安全に関心 おける健康･安全につ おける健康･安全につい
をもち、意欲的に学習 いて、課題の解決を目 て、課題の解決に役立
に取り組もうとする。 指して考え、判断して つ基礎的な事項を理解

いる。 し知識を身に付けてい
る。

評 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する 授業中の発問に対する
価 応答 応答 応答
方 出席状況 授業中の演習問題に対 授業中の演習問題に対
法 学習態度 する解析の仕方 する解析の仕方
ノート・提出課題 ノート ノート・提出課題
定期的なプリント 定期的なプリント 定期的なプリント
小テスト 小テスト 小テスト
自己評価表 定期試験 定期試験

到達目標に向けての具体的な ○個人生活や社会生活における健康･安全に関心をもち、正しい知識
取組 を身につけさせる。

○個人生活や社会生活における健康･安全について、課題の解決を目
【評価規準を念頭に置いた指 指して考え、判断できるようにさせる。
導上の留意点】 ○生涯にわたり健康安全について感心を持ち、生活の中で実践でき

る知識を身につけさせる。
○グループ学習を取り入れたり、発問を多くするなど自ら考える機
会を多くする

月 単元名 単元の目標 単元ごとの評価規準 評価
観点

思春期と健康 ○思春期の体の特徴 関心・意欲 ○思春期・結婚生活・性意識・妊娠な
とともに、行動面・ ・態度 どの健康問題や生涯の各段階における ◎
心理面の特徴を理解 健康課題に応じた自己の健康管理につ

４ する。 いて、適切な意思決定と行動選択の重
要性に関心や興味をもち意欲的に学習
にちり組んでいる。

性意識と性行 ○性意識や性行動の
動選択 男女差について理解 思考・判断 ○思春期・結婚生活・性意識・妊娠な

する。 どの健康問題や生涯の各段階における
健康課題に応じた自己の健康管理につ ◎
いて、適切な意思決定と行動選択がで

。きるように必要な選択を判断している
また、そのための課題の解決方法を自

結婚生活と健 ○健康な結婚生活を 分の経験や仲間との意見交換により見
康 営むための留意点や つけている。

。。重要性を理解する
技能・表現 ○

○

妊娠・出産と ○妊娠・出産の過程
健康 を学び、胎児や母体 知識・理解 ○思春期・結婚生活・性意識・妊娠な

に関わる健康を理解 どの健康問題や生涯の各段階における ○
する。 健康課題に応じた自己の健康管理につ

いて、適切な意思決定と行動選択の重
家族計画と人 ○家族計画の意義を 要性について説明ができたり、学習ノ



工妊娠中絶 学び、避妊法や人工 ートに書き出している。
妊娠中絶における条
件・心身に及ぼす影
響を説明できる。

加齢と健康 ○加齢による心身の 関心・意欲 ○我が国の保健・医療制度や医療機関
変化、また中高年期 ・態度 と地域の保健所・保健センター・医療
においてのよりよい 機関の活用についての重要性に関心や ○

５ 健康を理解する。 興味をもち意欲的に学習にちり組んで
・ いる。
６
高齢者のため ○高齢者の健康課題 思考・判断 ○我が国の保健・医療制度や医療機関
の社会的取り や高齢社会における と地域の保健所・保健センター・医療
組み 総合的対策を理解す 機関の活用について、必要な選択を判 ◎

る。 断している。また、そのための課題の
解決方法を自分の経験や仲間との意見
交換により見つけている。

保健制度と保 ○保健行政の役割や
健サービスの しくみ、保健サービ 技能・表現 ○
活用 スの内容や活用法を

理解する。
◎

医療制度と医 ○医療保険のしくみ
療費 を理解し、医療費の 知識・理解 ○我が国の保健・医療制度や医療機関

内容を説明できる。 と地域の保健所・保健センター・医療
機関の活用についての重要性について ○

医療機関と医 ○医療機関の選び 説明ができたり、学習ノートに書き出
療サービスの 方、重要性を学び、 している。
活用 適切な医療サービス

を受ける方法を理解
する。

大気汚染と健 ○大気汚染の実際を 関心・意欲 ○人間の生活や産業活動は、自然環境
康 学び、その健康影響 ・態度 を汚染し健康に影響を及ぼすこともあ

・原因物質を説明で ること、そのための対策がとられてい ○
７ きる。 ることの重要性に関心や興味をもち意
～ 欲的に学習にちり組んでいる。
９
水質汚濁と健 ○水質汚濁の実際を 思考・判断 ○人間の生活や産業活動は、自然環境
康 学び、その健康影響 を汚染し健康に影響を及ぼすこともあ

・原因物質を説明で ること、そのための対策がとられてい ◎
きる。 ることについて、適切な意思決定と行

動選択ができるように必要な選択を判
断している。また、そのための課題の

土壌汚染と健 ○土壌汚染の実際を 解決方法を自分の経験や仲間との意見
康 学び、その健康影響 交換により見つけている。

・原因物質を説明で
きる。 技能・表現 ○

○

知識・理解 ○人間の生活や産業活動は、自然環境
を汚染し健康に影響を及ぼすこともあ ◎
ること、そのための対策がとられてい
ることの重要性について説明ができた
り、学習ノートに書き出している。

健康被害の防 ○環境汚染の防止・ 関心・意欲 ○環境を健康に適したものにするため10
～ 止と環境対策 改善・対策を理解す ・態度 基準が設定され、環境衛生活動が行わ

る。 れていること、食品の安全性を確保す12
るための基準が設定され、食品衛生活 ◎
動が行われていることの重要性に関心
や興味をもち意欲的に学習にちり組ん

環境衛生活動 ○ごみ処理の過程・ でいる。
のしくみと働 上下水道の整備とし
き 尿の処理について理 思考・判断 ○環境を健康に適したものにするため

解し、問題点と対策 基準が設定され、環境衛生活動が行わ
を説明できる。 れていること、食品の安全性を確保す

るための基準が設定され、食品衛生活 ○



動が行われていることについて、適切
な意思決定と行動選択ができるように

食品衛生活動 ○食品衛生管理のし 必要な選択を判断している。また、そ
のしくみと働 くみを理解し、安全 のための課題の解決方法を自分の経験
き 性について説明でき や仲間との意見交換により見つけてい

る。 る。

技能・表現 ○

◎
食品と環境の ○食品の安全性・ご
保健と私たち みによる環境汚染を

自身ができる対策を 知識・理解 ○環境を健康に適したものにするため
説明できる。 基準が設定され、環境衛生活動が行わ

れていること、食品の安全性を確保す
るための基準が設定され、食品衛生活 ○
動が行われていることの重要性につい
て説明ができたり、学習ノートに書き
出している。

１ 働くことと健 ○労働と健康の相互 関心・意欲 ○職業病や労働災害の防止には、作業
～ 康 影響について理解す ・態度 形態や作業環境の変化を踏まえた健康 ○
３ る。 管理及び安全管理を行うことの重要性

に関心や興味をもち意欲的に学習にち
り組んでいる。

思考・判断 ○職業病や労働災害の防止には、作業
労働災害・職 ○労働災害・職業病 形態や作業環境の変化を踏まえた健康
業病と健康 の防止対策を理解 管理及び安全管理を行うことについて ◎、

し、健康管理の必要 適切な意思決定と行動選択ができるよ
。 、性を説明できる。 うに必要な選択を判断している また

そのための課題の解決方法を自分の経
験や仲間との意見交換により見つけて
いる。

健康的な職業 ○職場の健康増進対
生活 策・日常生活の健康 技能・表現 ○

増進について理解す ○
る。

知識・理解 ○職業病や労働災害の防止には、作業
形態や作業環境の変化を踏まえた健康 ◎
管理及び安全管理を行うことの重要性
について説明ができたり、学習ノート
に書き出している。



オーラルコミュニケーションⅠ 評価基準

山梨県立谷村工業高等学校

英語担当教員

対象学年 ２年生

使用教科書 Ⅰ ( )On Air Communication KAITAKUSHA

１．科目目標

日常生活の身近な話題について、英語を聞いたり話したりして、情報や考えなどを理

解し、伝える基礎的な能力を養うと共に、積極的にコミュニケーションを図ろうとする

態度を育てる。

２．評価の観点および趣旨

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

コミュニケーション 日常生活の身近な話 身近な話題について 日常生活の身近な話、

に関心を持ち、積極 題について、情報や 英語を聞いたりして 題についての英語の、

的に言語活動を行い 考えなど伝えたいこ 情報や考えなど、相 学習を通して､言語、

コミュニケーション とを英語で話したり 手が伝えようとする やその運用について

を図ろうとする。 発表したりして表現 ことを整理して理解 の知識を身につける

する。 する。 と共に、その背景に

ある文化などを理解

している。

３．年間学習計画

単元 学習内容

１ ○電話で友達を誘うLesson 8
○電話での受け答えの表現On the Telephone

○人物の特徴を説明するLesson 9
○身長や髪型、服装などの形や色を表す表現Who Is It ?

２ ○各地の天候を表現するLesson 10
○天候を表すいろいろな表現What's the Weather Like ?

○学校行事の感想を話し合うLesson 11
○学校行事の種類・印象を表す表現School Events



○物の形や色を説明するLesson 12
○物の形のいろいろな表現Guess What It Is

３ ○日本の祝日や行事を説明するLesson 13
○祝日や行事の内容説明の表現What's Special about Today?

○物の使い方を説明するLesson 14
○物の使い方や料理の作り方を説明するHow Do You Do It ?

４ 小単元ごとの評価規準

学 関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

期

○「話すこと」の ○発音に留意し、 ○電話での表現方 ○電話特有の表現

言語活動に積極的 積極的に英語を音 法を理解し、自分 を知り、それを使

に参加している。 読している。 を表現するだけで うことができる。

、 、○積極的に英語を ○英語で自己表現 なく相手の伝えよ ○背の高さ 髪型

使って話をしてい をしている。 うとすることを正 服装など、人物の

る。 ○電話での言い方 確に理解できる。 外見上の特徴を表

を理解でき、英語 ○人物の外見上の す語彙を知り、実

で説明できる。 特徴を理解し、自 際に使うことがで１

○人物の特徴を英 分を表現するだけ きる。学

語で表現すること でなく、相手の言期

が出来る。 うことも理解でき

る。

○「話すこと」の ○過去・現在・未 ○天気を表す英語 ○天気を表す英単

言語活動に積極的 来の天気について を理解している。 語を適切に使い分

に参加している。 英語で説明するこ ○学校行事に関す けることが出来

○ペア・ワークに とができる。 る英語表現を理解 る。

おいて英語で積極 ○学校行事の種類 し、自己表現でき ○学校行事に関す

的に話している。 ・印象を英語で適 るだけでなく相手 る疑問文を正しく２

切に表現すること の伝えようとする 作ることができ学

ができる。 ことを正確に理解 る。また、その疑期

○物の形や色をし できる。 問に対し正しい英

っかり説明するこ ○物の形や色を説 文で受け答えるこ

とができる。 明する表現を理解 とが出来る。



でき、自分だけで ○物の形や色につ

なく相手の伝えよ いての語彙を知

うとしていること り、実際にそれを

を正確に理解でき 使うことができ、

的確に受け答えが る。

出来る。

○「話すこと」の ○日本の祝日や行 ○日本の祝日や行 ○日本の祝日や行

言語活動に積極的 事を英語で説明す 事に関する英語を 事に関する単語を

に参加している。 ることができる。 理解することがで 知っていて、実際

○ペア・ワークに ○物の使い方や料 きる。 にそれを使うこと

おいて英語で積極 理の作り方などを ○物の使い方や料 ができる。３

的に話している。 手順を踏んで説明 理の作り方につい ○物の使い方や料学

○「書くこと」の することができる ての英文を理解す 理の作り方につい期 。

言語活動に積極的 ることができる。 ての表現方法を知

に参加している。 ○自分の伝えたい っている。

ことだけでなく、

相手の表現したい

ことを正確に理解

できる。

５ 小単元ごとの評価方法

単 関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

元

出席状況 学習態度 学習態度 学習態度

学習態度 授業プリント 授業プリント 授業プリント１

授業プリント デモンストレーシ デモンストレーシ デモンストレーシ学

発言回数 ョン ョン ョン期

デモンストレーシ

ョン

出席状況 学習態度 学習態度 学習態度

学習態度 授業プリント 授業プリント 授業プリント２

授業プリント デモンストレーシ デモンストレーシ デモンストレーシ学

発言回数 ョン ョン ョン期

デモンストレーシ



ョン

出席状況 学習態度 学習態度 学習態度

学習態度 授業プリント 授業プリント 授業プリント３

授業プリント デモンストレーシ デモンストレーシ デモンストレーシ学

発言回数 ョン ョン ョン期

デモンストレーシ

ョン



英語Ⅰ 評価規準

山梨県立谷村工業高等学校

英語担当教員

対象学年 ２年生

使用教科書 Ⅰ( )ALL ABOARD! ENGLISH TOKYO SHOSEKI

１．科目目標

日常的な話題について、聞いたことや読んだことを理解し、情報や考えなどを英語で

話したり書いたりして伝える基礎的な能力を養うとともに、積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度を育てる。

２．評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解

コミュニケーション 日常的な話題につい 日常的な話題につい 日常的な話題につい

に関心を持ち、積極 て、情報や考えなど て、英語を聞いたり ての英語の学習を通

的に言語活動を行い 伝えたいことを英語 読んだりして、情報 して､言語やその運、

コミュニケーション で話したり書いたり や考えなど相手が伝 用についての知識を

を図ろうとする。 して表現する。 えようとすることを 身につけるととも

理解する。 に、その背景にある

文化などを理解して

いる。

３．年間学習計画

学 期 単 元 学 習 内 容

１学期 ・単語・本文の音読・黙読、本文の内容の理解Lesson 4
中 間 ・ の言い方The Genbaku Dome, a "No more...!"
ま で ・助動詞 の用い方World Heritage Site can, must, will

助動詞を用いた否定文、疑問文の作り方

１学期 ・単語・本文の音読・黙読、本文の内容の理解Lesson 5
期 末 ・ の言い方Just Be Yourself "Why don't you...?"
ま で ・不定詞の名詞用法、副詞用法



２学期 ・単語・本文の音読・黙読、本文の内容の理解Lesson 6
中 間 ・ の言い方Tetsuwan Atom, A Super "What kind of...?"
ま で ・現在完了の用い方Robot

経験、継続、完了の見分け方

２学期 ・単語・本文の音読・黙読、本文の内容の理解Lesson 7
期 末 ・話題となる語句に強勢を置く言い方Manekineko
ま で ・動名詞の用い方

主語として、前置詞＋動名詞として

３学期 ・単語・本文の音読・黙読、本文の内容の理解Lesson 8
期 末 ・例を挙げる時の言い方Coins of the World
ま で ・関係代名詞の用い方

の用い方who, which

４ 小単元ごとの評価規準

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解学期

can,・ 話すこと 読 ・内容に留意し、 ・原爆ドームが世 ・ 助 動 詞「 」、「

むこと 「書く 正しい発音 強勢 界遺産になった経 の使い１ 」、 、 、 must, will
こと」の言語活動 イントネーション 過を読み取ること 分け、英訳ができ学

に積極的に参加し で音読ができる。 ができる。 る。期

can, must, will中 ている。 ・原爆ドームと平 ・日本にある他の ・

・内容の理解を深 和の関係について 世界遺産をあげる を用いて疑問文や間

めるため英語を使 考えを英語で述べ ことができる。 否定文を作ることま

い他と積極的に使 ることができる。 ができる。で

って話し合う。 ・ターゲット文を

暗唱できる。

・ 話すこと 読 ・内容に留意し、 ・相田みつをの作 ・不定詞を用いた「 」、「

むこと 「書く 正しい発音 強勢 品と説明の英文を 英文を理解し、英１ 」、 、 、

こと」の言語活動 イントネーション 読み正しく理解す 訳できる。学

に積極的に参加し で音読ができる。 ることができる。 ・不定詞の用法を期

ている。 ・相手を元気付け 見分けることがで期

・内容に関する話 たり、勇気付けた きる。末

し合いにおいて英 りする表現を英語 ・相手を元気づけま

語で積極的に取り で表すことができ たり、勇気づけたで



組んでいる。 る。 りする表現を挙げ

・ターゲット文を ることができる。

暗唱できる。

・ 話すこと 読 ・自分の欲しいロ ・鉄腕アトムとこ ・現在完了を用い「 」、「

むこと 「書く ボットの絵を描き んにち実在するロ た英文を理解し、２ 」、 、

こと」の言語活動 英語で説明ができ ボットの違いを英 正しく英訳ができ学

に積極的に参加し る。 文から読み取るこ る。期

ている。 ・実在のロボット とができる。 ・現在完了の３つ中

の種類を英語で挙 ・こんにち実在す の用法の識別がで間

げることができる るロボットにはど きる。ま 。

・実在のロボット のような種類があで

。の特徴を英語で説 るのか理解できる

明することができ

る。

・ターゲット文を

暗唱できる。

・ 話すこと 読 ・自分の大切なも ・招き猫が送られ ・動名詞を用いた「 」、「

むこと 「書く のやその写真をク る理由と招き猫に 英文を理解し、英２ 」、

こと」の言語活動 ラスで見せながら はどんな願いが込 訳することができ学 、

に積極的に参加し それについて英語 められているのか る。期

ている。 で説明できる。 読み取ることがで ・動名詞の用法を期

・日常生活のなか ・幸せを祈るもの きる。 文中で正しく識別末

で伝統的なものの をさがしだして、 ・招き猫について できる。ま

働きや背景に関心 それがどのような おばあさんから聞 ・動詞の原形からで

を持つ。 ことをどのような いた話を理解でき 動名詞を作ること

時に用いるのか英 る。 ができる。

。語で説明ができる

・ターゲット文を

暗唱できる。

・ 話すこと 読 ・ 円硬貨を自 ・コインについて ・関係代名詞を用「 」、「 1000
むこと 「書く 分で作るとしてデ どのような国にど いた英文を理解３ 」、

こと」の言語活動 ザインして図柄を のようなデザイン し、英訳すること学

に積極的に参加し 考え、自分の考え のコインがあるの ができる。期

ている。 や意図を英語で説 か読み取ることが ・関係代名詞の用期

・世界のコインと 明できる。 できる。 法を識別すること末

日本のコインの違 ・あることについ ・それぞれのコイ ができる。ま

いと共通点に対す て例を挙げる言い ンのデザインの背で



る強い関心をも 方を英語で行うこ 景について理解で

つ。 とができる。 きる。

・ターゲット文を

暗唱できる。

５ 小単元ごとの評価方法

関心・意欲・態度 表現の能力 理解の能力 知識・理解学期

・出席状況 ・会話の流れを正 ・単語を正しいア ・説明文の正しい

・学習態度 しく理解できる。 クセントや発音で 読み方や基本事項１ 、

・ノートへの記録 ・問題を正しく理 会話文を正確なイ の運用についての学

・単語の意味の下 解し答えることが ントネーションで 知識を身につけて期

調べを含む予習の できる。 読むことができる いる。中 。

実行 ・本文の内容の要 ・内容について概 ・原爆ドームが世間

・宿題の提出状況 点を的確に把握で 要を英語で正確に 界遺産となった経ま

きる。 表現できる。 過や背景を理解しで

・中心の文法項目 ている。

を理解する。

・出席状況 ・発問に対して正 ・単語を正しいア ・説明文の正しい

・学習態度 しい応答が口頭や クセントや発音で 読み方や基本事項１ 、

・ノートへの記録 筆記でできる。 文を正確なイント の運用についての学

・単語の意味の下 ・問題を正しく理 ネーションで読む 知識を身につけて期

調べを含む予習の 解し答えることが ことができる。 いる。期

実行 できる。 ・相手を元気づけ末

・平常の宿題の提 ・本文の内容の要 たり、勇気づけたま

出状況 点を的確に把握で りする短い文を自で

きる。 分で作ることがで

・中心の文法項目 きる。

を理解する。

・出席状況 ・発問に対して正 ・単語を正しいア ・説明文の正しい

・学習態度 しい応答が口頭や クセントや発音で 読み方や基本事項２ 、

・ノートへの記録 筆記でできる。 文を正確なイント の運用についての学

・単語の意味の下 ・問題を正しく理 ネーションで読む 知識を身につけて期

調べを含む予習の 解し答えることが ことができる。 いる。中

実行 できる。 ・ロボットの種類 ・ロボットの歴史間

・夏休みの宿題の ・本文の内容の要 を英語で紹介でき と種類について正ま



提出状況 点を的確に把握で る。 しく理解していで

・平常の宿題の提 きる。 る。

出状況 ・中心の文法項目

を理解する。

・出席状況 ・発問に対して正 ・単語を正しいア ・説明文の正しい

・学習態度 しい応答が口頭や クセントや発音で 読み方や基本事項２ 、

・ノートへの記録 筆記でできる 文を正確なイント の運用についての学

・単語の意味の下 ・問題を正しく理 ネーションで読む 知識を身につけて期

調べを含む予習の 解し答えることが ことができる。 いる。期

実行 できる。 ・内容について概 ・招き猫の効用と末

・平常の宿題の提 ・本文の内容の要 要を英語で正確に 背景について理解ま

出状況 点を的確に把握で 表現できる。 している。で

きる。

・中心の文法項目

を理解する。

・出席状況 ・発問に対して正 ・単語を正しいア ・正しい読み方や

・学習態度 しい応答が口頭や クセントや発音で 基本事項の運用に、

・ノートへの記録 筆記でできる。 文を正確なイント ついての知識を身３

・単語の意味の下 ・問題を正しく理 ネーションで読む につけている。学

調べを含む予習の 解し答えることが ことができる。 ・コインの種類や期

実行 できる。 ・身近な硬貨の図 そのデザインの背期

・冬休みの宿題の ・本文の内容の要 柄の背景について 景について理解し末

提出状況 点を的確に把握で 英語で説明できる ている。ま 。

・平常の宿題の提 きる。で

出状況 ・中心の文法項目

を理解する。
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